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　３月に閉校した吉ヶ沢小学校(中村卓志校長、児童６人)の卒
業式は３月14日、同校体育館で行われ、最後の卒業生となる
芳田綺

あ や か

華さんに中村校長から卒業証書が手渡されました。140
年の歴史と誇りを胸に刻んだ芳田さんの凛とした姿は、出席者
たちの心を震わせ感動を与えていました。　 【関連記事11㌻】

●主な内容
平成31年度 施政方針 ２～６㌻

平成31年度 当初予算 ８～９㌻

スマホ向け情報配信スタート 12㌻
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未
来
を
協
創
す
る　

高
原
文
化
の
ま
ち

施政方針
平成31年度 　平成30年度の町政の方向を決める町

議会３月定例会議は３月２日から13日
まで行われました。会議初日となる２日、
鈴木重男町長がまちづくりの重要施策に
ついて施政方針を述べましたので、その
内容をお知らせします。

　

私
は
、
町
が
１
町
２
村
に
よ
る

合
併
か
ら
60
周
年
の
節
目
を
迎
え

た
平
成
27
年
８
月
、
多
く
の
町
民

の
皆
さ
ま
か
ら
ご
信
任
を
賜
り
、

３
期
目
の
町
政
を
担
わ
せ
て
い
た

だ
き
、
現
在
に
至
る
も
の
で
あ
り

ま
す
。

　

３
期
目
の
任
期
を
振
り
返
り
ま

す
と
、
町
で
は
最
重
要
課
題
で
あ

る
人
口
減
少
問
題
に
果
敢
に
取
り

組
む
た
め
、
行
財
政
運
営
の
基
本

と
な
る
町
総
合
計
画
・
基
本
構
想

と
前
期
基
本
計
画
を
策
定
し
「
未

来
を
協
創
す
る　

高
原
文
化
の
ま

ち
」
を
目
標
に
掲
げ
、
町
が
持
つ

多
面
的
な
機
能
と
資
源
を
最
大
限

に
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
中
、
平
成
28
年
度
か

ら
の
３
年
間
、
新
葛
巻
病
院
の
建

設
を
は
じ
め
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム

葛
葉
荘
、
江
刈
小
学
校
の
改
築
、

グ
リ
ー
ン
テ
ー
ジ
の
改
修
、
総
合

運
動
公
園
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
事
業
、

子
育
て
支
援
住
宅
、
定
住
促
進
住

宅
、
町
道
茶
屋
場
田
子
線
の
整
備
、

江
刈
地
区
水
道
整
備
事
業
な
ど
、

社
会
基
盤
の
整
備
、
充
実
に
努
め

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ソ
フ
ト
面
で
は
、
新
葛

巻
型
酪
農
構
想
の
推
進
、
葛
巻
高

校
の
山
村
留
学
制
度
の
推
進
、
公

営
学
習
塾
の
開
設
、
く
ず
ま
き
型

Ｄ
Ｍ
Ｏ
事
業
、
生
活
習
慣
病
予
防

健
診
の
無
料
化
、
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
推
進
、
地
域
お
こ
し
協

力
隊
の
導
入
、
高
齢
者
な
ど
の
外

出
支
援
事
業
、
移
住
者
・
定
住
者

へ
の
各
種
支
援
な
ど
、
各
分
野
に

お
い
て
「
葛
巻
ら
し
い
」「
葛
巻

だ
か
ら
で
き
る
」
施
策
に
取
り
組

ん
で
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
北
岩
手
・
北
三
陸

横
断
道
路
整
備
促
進
期
成
同
盟
会

の
設
立
、
ト
ヨ
タ
グ
ル
ー
プ
と
の

包
括
連
携
協
定
の
締
結
な
ど
平
成

最
後
の
節
目
の
年
に
、
新
た
な
時

代
の
幕
開
け
に
つ
な
が
る
よ
う
な

取
り
組
み
も
生
ま
れ
る
な
ど
、
こ

れ
ら
の
成
果
を
今
後
、
前
進
・
発

展
さ
せ
、
町
の
魅
力
を
よ
り
一
層

高
め
る
こ
と
で
、
交
流
人
口
の
拡

大
や
移
住
・
定
住
人
口
の
増
加
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

平
成
31
年
度
は
、町
総
合
計
画
・

前
期
基
本
計
画
の
最
終
年
度
で
、

中
期
基
本
計
画
の
策
定
年
度
で
も

あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
取

り
組
み
を
振
り
返
り
、
磨
き
を
か

け
、
さ
ら
に
一
歩
前
進
さ
せ
、
成

果
・
実
績
が
積
み
上
が
る
よ
う
新

た
な
取
り
組
み
に
も
果
敢
に
挑
戦

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
希
望
に
満
ち
あ
ふ

れ
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、
町
民

の
皆
さ
ん
が
安
全
で
安
心
に
暮
ら

せ
る
環
境
の
構
築
に
全
力
を
傾
け
、

こ
の
町
に
住
ん
で
い
て
良
か
っ
た

と
思
え
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
に
、

よ
り
一
層
、
精
力
的
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

町
民
一
人
ひ
と
り
が
ま
ち
づ
く

り
の
主
役
と
し
て
自
助
・
共
助
・
公

助
の
精
神
で
幸
せ
を
実
感
で
き
る

ま
ち
を
創
造
し
、
夢
と
誇
り
を
持

ち
住
み
続
け
た
い
と
思
え
る
ま
ち

づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

▼
地
域
資
源
を
活い

か
す
し
ご
と

　

町
が
持
つ
魅
力
や
資
源
を
最
大

限
に
生
か
し
、
基
幹
産
業
を
は
じ

め
と
し
、
Ｉ
Ｔ
産
業
や
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
、
新
た
に
取
り

組
ん
で
き
た
分
野
を
含
め
た
地
域

産
業
の
高
付
加
価
値
化
と
ブ
ラ
ン

ド
化
を
よ
り
一
層
推
進
す
る
た
め

▽
草
地
畜
産
基
盤
整
備
事
業

▽
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
協
議
会
運
営

　

費
補
助

▽
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
住
宅
整
備
事
業

▽
く
ず
ま
き
型
Ｄ
Ｍ
Ｏ
事
業

▽
地
方
創
生
移
住
者
支
援
事
業

な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

▼
い
き
い
き
と
輝
き
続
け
る
ひ
と

　

子
ど
も
た
ち
が
、
将
来
へ
の
夢

を
思
い
描
け
る
機
会
の
創
出
に
努

め
ま
す
。
ま
た
、
町
の
魅
力
や
地

域
の
良
さ
が
次
の
世
代
に
着
実
に

継
承
さ
れ
る
よ
う
に

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
目
標

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
目
標

▽
山
村
留
学
事
業

▽
江
刈
中
学
校
校
舎
改
修
事
業

▽
公
営
学
習
塾
運
営
事
業

な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

▼
誰
も
が
住
み
た
く
な
る
ま
ち

　

町
が
持
つ
自
然
、
空
間
、
ゆ
と

り
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
町
民
が

心
安
ら
ぐ
快
適
な
生
活
を
送
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
住
環
境
の
整

備
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、安
全
・

安
心
を
実
感
で
き
る
生
活
基
盤
の

充
実
を
図
る
た
め

▽
町
立
集
会
所
整
備
事
業

▽
新
庁
舎
等
建
設
事
業

な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
農
業
の
振
興
】

　

基
幹
産
業
の
畜
産
業
で
は
、
効

率
的
か
つ
合
理
的
で
収
益
性
の
高

い
安
定
し
た
経
営
体
の
育
成
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
意
欲
あ
る
若

手
後
継
者
や
新
規
就
農
者
、
酪
農

ヘ
ル
パ
ー
の
確
保
・
育
成
に
努
め

ま
す
。
ま
た
「
新
葛
巻
型
酪
農
構

想
」を
推
進
し
、畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー

事
業
な
ど
に
よ
る
個
別
経
営
体
の

規
模
拡
大
の
支
援
や
作
業
外
部
化

組
織
の
育
成
を
図
り
、
時
代
に
対

応
し
た
モ
デ
ル
と
な
る
経
営
体
の

確
保
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
主
な
事
業
】

▽
畜
ふ
ん
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト

　

設
計
指
導
調
査
業
務

▽
農
業
担
い
手
研
修
助
成

【
林
業
の
振
興
】

　

林
業
で
は
、
公
益
的
機
能
が
発

揮
で
き
る
森
林
整
備
を
推
進
し
、

地
場
産
材
の
利
活
用
や
緑
と
の
触

れ
合
い
の
促
進
な
ど
に
よ
り
森
林

資
源
を
日
常
生
活
に
生
か
す
工
夫

に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
担
い
手
や

後
継
者
の
育
成
・
確
保
と
林
業
労

働
者
が
安
定
し
た
生
活
を
送
る
た

め
の
所
得
向
上
、
経
営
の
合
理
化

お
よ
び
作
業
環
境
の
改
善
な
ど
を

図
る
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
森
林
環
境
譲
与
税
を
活

用
し
た
森
林
所
有
者
に
対
す
る
意

向
調
査
や
施
業
計
画
、
現
況
調
査

な
ど
の
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

【
主
な
事
業
】

▽
公
有
林
整
備
事
業

▽
町
産
材
利
用
促
進
事
業

【
農
林
産
物
加
工
の
振
興
】

　

第
三
セ
ク
タ
ー
な
ど
の
商
品
は
、

さ
ら
に
消
費
者
の
評
価
を
高
め
ら

れ
る
よ
う
６
次
産
業
化
の
取
り
組

み
や
農
商
工
連
携
を
支
援
し
、
今

後
も
高
品
質
な
製
品
を
製
造
し

「
く
ず
ま
き
ブ
ラ
ン
ド
」
の
定
着

を
促
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
資
源
や
伝
統
技
術

を
生
か
し
た
農
林
産
物
の
加
工
お

よ
び
商
品
化
を
促
進
し
な
が
ら
、

農
家
経
営
の
安
定
と
所
得
向
上
に

努
め
ま
す
。

【
主
な
事
業
】

▽
道
の
駅
レ
ス
ト
ラ
ン
基
本
設
計

　

業
務

▽
く
ず
ま
き
型
Ｄ
Ｍ
Ｏ
事
業
に
よ

　

る
特
産
品
開
発

基
幹
産
業
の
新
た
な
展
開
に
よ
る

高
収
益
産
業
の
実
現

施策 町
の
魅
力
を
高
め

町
の
魅
力
を
高
め

希
望
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
ま
ち
づ
く
り

希
望
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
ま
ち
づ
く
り

【
商
工
業
の
振
興
】

　

商
工
会
と
連
携
し
、
経
営
品
質

に
よ
る
個
店
の
魅
力
向
上
や
継
業
、

創
業
支
援
な
ど
に
よ
る
取
り
組
み

で
、
地
元
購
買
率
の
向
上
に
努
め

ま
す
。

　

ま
た
、
ま
ち
な
か
活
性
化
協
議

会
や
地
元
自
治
会
な
ど
と
連
携
し
、

「
歩
き
回
り
た
く
な
る
ま
ち
な
か

エ
リ
ア
」
の
創
出
や
四
季
の
イ
ベ

ン
ト
実
施
に
よ
る
中
心
市
街
地
の

活
性
化
を
推
進
し
ま
す
。

【
主
な
事
業
】

▽
く
ず
ま
き
型
持
続
可
能
な
産
業

交
流
・
連
携
の
強
化
に
よ
る

　
　
　
　
　
　

地
域
産
業
の
育
成

施策

　

づ
く
り
支
援
事
業

▽
ま
ち
な
か
活
性
化
協
議
会
へ
の

　

支
援

▽
町
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
発
行

　

事
業

【
観
光
の
振
興
】

　

く
ず
ま
き
観
光
地
域
づ
く
り
協

議
会
を
中
心
に
「
く
ず
ま
き
型
Ｄ

Ｍ
Ｏ
」
事
業
を
こ
れ
ま
で
以
上
に

推
進
し
、
観
光
客
の
増
加
が
も
た

ら
す
地
域
経
済
の
活
性
化
に
よ
る

雇
用
や
新
規
起
業
の
増
加
を
図
り
、

定
住
人
口
の
拡
大
に
努
め
ま
す
。

　

特
に
も
、
来
町
し
た
観
光
客
が

　平成31年度の町政の方向を決める町議会３月平成31年度の町政の方向を決める町議会３月
定例会議は３月１日から12日定例会議は３月１日から12日まで行われました。まで行われました。
会議初日となる１日、会議初日となる１日、鈴木重男町長がまちづくり鈴木重男町長がまちづくり
の重要施策について施政方針を述べました。の重要施策について施政方針を述べました。

施政方針平成31年度

施
政
方
針
を
述
べ
る
鈴
木
重
男
町
長

改修が待たれる役場庁舎
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【
起
業
支
援
と
雇
用
の
確
保
】

　

求
職
と
求
人
が
か
み
合
わ
な
い

雇
用
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
な
ど
、
労
働

力
お
よ
び
雇
用
の
場
の
確
保
が
難

し
い
状
況
に
あ
る
中
、
町
内
事
業

所
へ
の
雇
用
支
援
に
よ
り
、
Ｕ
Ｉ

Ｊ
タ
ー
ン
者
や
高
校
生
な
ど
の
新

規
雇
用
の
創
出
を
図
り
、
地
元
採

用
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
く
ず
ま
き
型
Ｄ
Ｍ
Ｏ
事

業
と
連
携
し
た
新
規
起
業
の
取
り

組
み
が
動
き
出
し
て
き
て
い
る
こ

と
か
ら
、
受
入
環
境
の
整
備
・
支

援
、
企
業
誘
致
、
農
商
工
連
携
に

よ
る
経
営
革
新
な
ど
を
進
め
、
地

域
経
済
の
活
性
化
に
よ
る
雇
用
の

拡
大
、
所
得
の
向
上
に
取
り
組
み

ま
す
。

【
主
な
事
業
】

▽
葛
巻
型
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
受

　

入
事
業

▽
企
業
誘
致
活

　

動
事
業

▽
雇
用
促
進
事

　

業

【
子
育
て
環
境
の
充
実
】

  

少
子
化
、
核
家
族
化
の
進
行
に

伴
い
、
家
庭
や
地
域
で
支
え
合
う

子
育
て
環
境
の
充
実
が
求
め
ら
れ

て
お
り
、
多
様
な
保
育
ニ
ー
ズ
に

対
応
で
き
る
環
境
整
備
に
努
め
ま

す
。

　

ま
た
、
子
育
て
相
談
や
経
済
的

な
負
担
軽
減
な
ど
の
支
援
体
制
の

充
実
を
図
る
こ
と
で
、
子
育
て
と

仕
事
が
両
立
で
き
る
環
境
づ
く
り

に
努
め
る
と
と
も
に
、
専
門
医
療

機
関
で
の
受
診
機
会
の
確
保
な
ど

妊
産
婦
が
安
心
し
て
医
療
サ
ー
ビ

ス
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
総
合
的

地
域
産
業
を
活い

か
し
た

　
　

起
業
支
援
と
雇
用
の
確
保

施策
子
ど
も
を
安
心
し
て
産
み

　
　

育
て
ら
れ
る
子
育
て
支
援

施策

「
ま
ち
な
か
」
に
滞
在
・
回
遊
す
る

こ
と
で
の
に
ぎ
わ
い
を
創
出
す
る

た
め
、
町
家
な
ど
の
利
活
用
に
取

り
組
む
若
者
や
女
性
の
起
業
を
支

援
す
る
と
と
も
に
、
魅
力
あ
る
空

間
の
形
成
と
効
果
的
な
情
報
発
信

に
努
め
ま
す
。

【
主
な
事
業
】

▽
く
ず
ま
き
型
Ｄ
Ｍ
Ｏ
事
業

▽
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
事
業

▽
誘
客
促
進
・
情
報
発
信
事
業

【
交
流
連
携
の
振
興
】

　

町
の
特
色
を
生
か
し
た
情
報
発

信
・
交
流
事
業
を
展
開
し
、
都
市

と
農
村
と
の
交
流
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
若
者
が
定
住
で
き
る
生

活
環
境
の
充
実
な
ど
に
よ
る
受
入

体
制
の
整
備
と
町
外
に
い
な
が
ら

に
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
町
と

関
わ
る
「
拡
大
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」

に
取
り
組
み
、
さ
ら
な
る
移
住
・

定
住
人
口
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ

ム
、
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
、

多
様
な
分
野
に
お
け
る
交
流
を
促

進
す
る
と
と
も
に
、
国
際
交
流
を

推
進
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
を

持
っ
た
人
材
の
育
成
に
努
め
ま
す
。

【
主
な
事
業
】

▽
新
た
な
拡
大
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
構

　

築
事
業

▽
地
域
お
こ
し
協
力
隊
事
業

▽
く
ず
ま
き
暮
ら
し
体
験
ツ
ア
ー

　

事
業

▽
姉
妹
町
村
等
交
流
事
業

誰
も
が
生
き
が
い
を
持
っ
て

暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り

施策
【
健
康
づ
く
り
の
推
進
】

　

生
涯
に
わ
た
り
心
身
と
も
に
健

康
な
生
活
を
送
る
た
め
に
、
各
種

健
診
に
よ
る
疾
病
の
早
期
発
見
、

早
期
治
療
に
努
め
、
生
活
習
慣
病

の
予
防
と
健
康
増
進
対
策
を
推
進

し
、
健
康
寿
命
の
延
伸
と
健
康
格

差
の
縮
小
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
町
民
の
悩
み
や
不
安
解

消
の
た
め
、
関
係
機
関
・
各
種
団

体
と
連
携
し
、
こ
こ
ろ
の
健
康
相

談
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

【
主
な
事
業
】

▽
生
活
習
慣
病
予
防
健
診
無
料
化

　

事
業

▽
特
定
健
診
無
料
化
事
業

▽
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
推
進
事
業

【
医
療
の
確
保
】

　

訪
問
診
療
、
疾
病
予
防
、
健

康
維
持
・
増
進
活
動
を
充
実
さ
せ
、

町
の
中
核
医
療
機
関
と
し
て
、
在

宅
医
療
を
推
進
す
る
ほ
か
、
よ
り

き
め
細
か
く
質
の
高
い
医
療
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
常
勤
医
師
、
看
護
師
な

ど
専
門
技
術
職
員
の
確
保
の
ほ
か
、

専
門
科
の
応
援
診
療
に
つ
い
て
も

関
係
機
関
へ
の
働
き
か
け
、
臨
床

研
修
医
師
の
受
け
入
れ
な
ど
、
人

材
の
確
保
と
育
成
に
努
め
ま
す
。

【
主
な
事
業
】

▽
看
護
職
員
等
養
成
修
学
資
金
貸 

　

付
事
業

▽
通
院
バ
ス
運
行
事
業

【
医
療
保
険
制
度
の
充
実
】

　

健
康
を
維
持
す
る
た
め
、健
診
・

人
間
ド
ッ
ク
の
積
極
的
な
受
診
勧

奨
や
糖
尿
病
性
腎
症
重
症
化
予
防

プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業
の
実
施
な
ど
と

と
も
に
、
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
に

基
づ
き
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
が
連

携
・
連
動
す
る
事
業
の
推
進
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
乳
幼
児
か
ら
高
校
生
ま

で
、
医
療
費
の
窓
口
負
担
の
全
額

を
助
成
し
、
次
代
を
担
う
子
ど
も

た
ち
の
医
療
費
の
無
料
化
を
推
進

し
ま
す
。

【
地
域
福
祉
の
充
実
】

　

地
域
住
民
に
よ
る
見
守
り
支
援

活
動
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
相

談
機
能
の
充
実
を
図
る
た
め
、
関

係
機
関
と
の
連
携
を
強
化
し
、
民

生
児
童
委
員
や
地
域
安
心
生
活
支

援
員
な
ど
の
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

　

ま
た
、
利
用
者
が
最
適
な
福
祉

サ
ー
ビ
ス
を
選
択
で
き
る
よ
う
に

す
る
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り
を
進

め
、
生
活
援
護
か
ら
自
立
支
援
お

よ
び
自
立
助
長
に
結
び
つ
く
よ
う

な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
取
り
組
み

ま
す
。

【
主
な
事
業
】

▽
地
域
福
祉
等
特
別
支
援
事
業

▽
ぬ
く
も
り
助
成
事
業

▽
高
齢
者
等
外
出
支
援
事
業

【
高
齢
者
福
祉
の
充
実
】

  

生
涯
を
通
じ
て
健
康
で
、
自
立

し
た
生
活
を
送
ら
れ
る
よ
う
、
地

域
で
の
健
康
教
室
や
介
護
予
防
事

業
な
ど
を
実
施
し
、
高
齢
者
自
ら

の
健
康
管
理
お
よ
び
介
護
予
防
を

促
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
介
護
が
必
要
に
な
っ
て

も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
医
療
機
関
、

介
護
事
業
者
、
地
域
住
民
と
の
連

携
を
強
化
し
、
認
知
症
高
齢
者
の

支
援
、
在
宅
医
療
体
制
や
生
活
支

援
体
制
の
整
備
な
ど
総
合
的
な
高

齢
者
福
祉
施
策
を
進
め
ま
す
。

【
主
な
事
業
】

▽
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築

▽
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業

▽
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
の
普
及

▽
認
知
症
の
早
期
発
見

▽
早
期
診
断
・
早
期
対
応
支
援

【
障
が
い
者
福
祉
の
充
実
】

　

障
が
い
や
病
気
に
対
す
る
理
解

を
深
め
る
た
め
の
啓
発
活
動
や
福

祉
教
育
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、

各
種
健
診
な
ど
に
よ
る
疾
病
や
障

が
い
の
発
生
予
防
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
や
各

種
団
体
と
連
携
を
密
に
し
、
障
が

い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
体
制
の

安
定
を
図
る
ほ
か
、
相
談
・
支
援

体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

【
主
な
事
業
】

▽
特
別
支
援
学
校
等
通
学
通
所
支

　

援
事
業

▽
障
が
い
者
自
立
支
援
給
付
事
業

▽
発
達
障
が
い
児
療
育
支
援
事
業

▽
相
談
支
援
事
業

協
創
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

施策
【
住
民
参
画
の
推
進
】

　

住
民
と
行
政
が
共
に
考
え
、
共

に
歩
む
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」

か
ら
、
さ
ら
に
一
歩
前
進
し
て
、

共
に
創
り
上
げ
る
「
協
創
の
ま
ち

づ
く
り
」
を
推
進
す
る
た
め
、
住

民
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
参
画
意
識

や
協
創
意
識
の
醸
成
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
各
種
審
議
会
・
委
員
会

へ
の
公
募
枠
を
設
け
る
な
ど
、
施

策
・
計
画
の
企
画
立
案
段
階
か
ら

さ
ま
ざ
ま
な
形
で
参
画
で
き
る
機

会
の
拡
充
に
努
め
ま
す
。

【
地
区
単
位
の
ま
ち
づ
く
り
】

　

地
域
力
を
高
め
る
た
め
、
地
域

資
源
を
生
か
し
た
取
り
組
み
や
地

域
に
貢
献
す
る
自
主
的
な
活
動
を

行
う
組
織
な
ど
に
支
援
す
る
ほ
か
、

自
治
組
織
間
の
相
互
交
流
と
連

携
・
協
力
を
促
進
し
、
相
乗
的
な

活
性
化
を
図
る
と
と
も
に
人
口
減

少
や
高
齢
化
に
よ
る
組
織
機
能
の

低
下
に
対
応
す
る
た
め
の
取
り
組

み
な
ど
を
支
援
し
ま
す
。

【
主
な
事
業
】

▽
自
治
会
活
動
交
付
金

▽
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
事
業

【
各
種
地
域
組
織
等
の
活
動
支
援
】

　

地
域
づ
く
り
団
体
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど

の
設
立
・
育
成
・
活
動
を
支
援
す
る

ほ
か
、
団
体
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

形
成
な
ど
、
連
携
体
制
の
構
築
を

図
る
と
と
も
に
、
今
後
の
ま
ち
づ

く
り
の
核
と
な
る
人
材
の
発
掘
・

育
成
に
努
め
ま
す
。

【
男
女
共
同
参
画
社
会
の
推
進
】

　

あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
い
て
、
女

性
が
社
会
に
参
画
で
き
る
機
会
の

拡
充
と
男
女
共
同
参
画
意
識
の
醸

成
に
努
め
る
と
と
も
に
、
男
女
と

も
に
仕
事
と
家
庭
生
活
が
両
立
で

き
る
よ
う
、
子
育
て
支
援
や
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
推
進
し
、
男

女
が
共
に
支
え
合
う
環
境
づ
く
り

を
図
り
ま
す
。

快
適
に
暮
ら
せ
る

　
　
　
　

生
活
環
境
の
創
出

施策
【
住
環
境
の
整
備
】

　

若
者
が
定
住
で
き
る
魅
力
あ
る

生
活
環
境
を
充
実
し
、
定
住
希
望

者
の
受
入
体
制
の
整
備
に
よ
り
、

移
住
・
定
住
人
口
の
拡
大
に
努
め

る
と
と
も
に
、
空
き
家
を
有
効
活

用
す
る
こ
と
で
、
不
足
し
て
い
る

住
ま
い
に
関
す
る
課
題
の
解
決
を

図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
営
住
宅
の
長
寿
命
化

計
画
に
よ
る
効
果
的
な
維
持
修
繕

の
ほ
か
、
個
人
住
宅
向
け
の
耐
震

診
断
、
耐
震
改
修
を
促
し
、
安
全

で
快
適
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る

住
環
境
の
整
備
に
努
め
ま
す
。

【
主
な
事
業
】

▽
若
者
定
住
家
賃
助
成
事
業

▽
田
ノ
沢
住
宅
・
鳩
岡
住
宅
長
寿

　

命
化
修
繕
事
業

▽
空
き
家
バ
ン
ク
事
業

【
水
道
施
設
の
整
備
】

　

安
全
で
安
定
的
な
水
道
水
を
供

な
支
援
に
努
め
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
時
代
の
変
化
に
対
応

し
た
就
学
前
教
育
の
充
実
を
図
り
、

児
童
福
祉
施
設
と
小
中
学
校
と
の

連
携
強
化
を
図
り
ま
す
。

【
主
な
事
業
】

▽
く
ず
ま
き
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
協

　

議
会
助
成

▽
不
妊
治
療
費
助
成

▽
マ
タ
ニ
テ
ィ
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト

　

事
業

▽
産
後
健
診
と
新
生
児
聴
覚
検
査

　

の
費
用
助
成
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【
道
路
交
通
網
の
整
備
】

　

住
民
生
活
や
経
済
・
社
会
活
動

に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
幹
線
道

路
網
お
よ
び
生
活
関
連
道
路
網
に

つ
い
て
、
整
備
の
促
進
や
維
持
管

理
体
制
の
充
実
を
図
り
、
利
便
性
、

安
全
性
、
快
適
性
の
向
上
に
努
め

ま
す
。

　

特
に
も
、
国
道
や
県
道
な
ど
の

幹
線
道
路
の
改
良
整
備
の
ほ
か
、

平
成
30
年
10
月
に
関
係
市
町
村
で

設
立
し
た
「
北
岩
手
・
北
三
陸
横

断
道
路
」
の
整
備
促
進
期
成
同
盟

会
の
取
り
組
み
を
推
進
し
、
県
北

地
域
を
横
断
す
る
自
動
車
専
用
道

路
の
早
期
整
備
を
関
係
機
関
に
対

し
、
強
く
働
き
か
け
ま
す
。

【
主
な
事
業
】

▽
町
道
茶
屋
場
田
子
線
道
路
改
良

　

事
業

▽
道
路
・
橋
り
ょ
う
長
寿
命
化
修

　

繕
事
業

【
生
活
交
通
対
策
の
推
進
】

　

高
齢
化
の
進
行
に
伴
い
、
生
活

バ
ス
路
線
の
重
要
性
が
、
今
後
、

さ
ら
に
増
し
て
く
る
こ
と
か
ら
、

バ
ス
路
線
の
維
持
確
保
に
努
め
る

と
と
も
に
、
利
便
性
の
高
い
運
行

体
制
の
構
築
や
利
用
促
進
の
取
り

組
み
を
進
め
ま
す
。

【
主
な
事
業
】

▽
広
域
生
活
バ
ス
路
線
運
行
維
持

　

対
策
事
業

▽
バ
ス
路
線
運
行
拡
大
支
援
対
策

　

事
業

【
地
域
情
報
化
の
推
進
】

　

平
成
20
年
度
以
降
に
情
報
格
差

解
消
な
ど
を
目
的
に
整
備
を
行
っ

た
情
報
通
信
設
備
類
が
、
更
新
時

期
を
迎
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
計

画
的
な
維
持
管
理
に
努
め
、
効
率

的
・
効
果
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
手
段
と
し
て
の
運
用
に
努
め

ま
す
。

　

ま
た
、
多
様
化
す
る
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、

情
報
通
信
技
術
を
有
効
活
用
す
る

た
め
の
方
策
を
検
討
し
、
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

【
主
な
事
業
】

▽
情
報
配
信
シ
ス
テ
ム
「
ラ
イ
フ

　

ビ
ジ
ョ
ン
」
の
活
用

自
然
と
共
生
し
地
域
の
豊
か
な
資
源
を

活
用
す
る
ま
ち
づ
く
り

施策
【
自
然
環
境
の
保
全
と
土
地
の
利

活
用
】

   

町
の
財
産
で
あ
る
豊
か
な
自
然

環
境
を
後
世
に
引
き
継
い
で
い
く

た
め
に
、
自
然
環
境
の
保
護
・
保

全
に
努
め
る
と
と
も
に
、
環
境
教

育
に
積
極
的
に
取
り
組
み
「
町
民

み
ん
な
で
守
り
育
て
る
」
意
識
の

こ
こ
ろ
穏
や
か
に
安
心
安
全
に
暮
ら
せ
る

地
域
社
会
づ
く
り

施策
【
防
災
対
策
・
消
防
・
救
急
体
制
の

充
実
】

　

複
雑
多
様
化
す
る
災
害
に
対
し
、

迅
速
か
つ
的
確
に
対
処
し
、
効
率

的
・
効
果
的
な
活
動
が
で
き
る
よ

う
消
防
防
災
施
設
や
安
全
装
備
品

の
充
実
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、

地
域
に
即
し
た
消
防
団
編
成
を
踏

ま
え
た
団
員
確
保
に
努
め
ま
す
。

【
主
な
事
業
】

▽
消
防
用
備
品
整
備
事
業

▽
安
全
装
備
品
整
備
事
業

▽
超
高
密
度
気
象
観
測
・
情
報
提

　

供
サ
ー
ビ
ス

【
交
通
安
全
・
防
犯
・
青
少
年
問
題

対
策
の
充
実
】

　

高
齢
化
、
国
際
化
、
車
社
会
に

給
す
る
た
め
、
良
好
な
施
設
管
理

に
努
め
る
と
と
も
に
、
老
朽
化
し

て
い
る
水
道
施
設
の
改
修
に
つ
い

て
検
討
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
29
年
度
か
ら
公
営

企
業
会
計
に
移
行
し
た
と
こ
ろ
で

あ
り
、
経
営
戦
略
の
策
定
を
早
期

に
行
い
、
円
滑
で
効
率
的
な
事
業

運
営
、
計
画
的
な
整
備
の
推
進
に

よ
り
、
水
道
事
業
会
計
の
健
全
化

に
努
め
ま
す
。

【
生
活
排
水
処
理
施
設
の
整
備
】

　

町
の
汚
水
処
理
施
設
の
普
及
率

は
、
年
々
増
加
し
て
い
る
も
の
の

県
平
均
を
下
回
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
農
業
集
落
排
水
施
設
へ
の
接

続
や
合
併
処
理
浄
化
槽
の
普
及
を

促
進
し
、
生
活
環
境
の
向
上
と
生

活
排
水
に
よ
る
環
境
負
荷
の
軽
減

に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
農
業
集
落
排
水
施
設
は
、

供
用
開
始
か
ら
20
年
が
経
過
し
、

施
設
の
老
朽
化
が
進
行
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
施
設
の
長
寿
命
化
に

向
け
た
機
能
診
断
を
行
い
、
施
設

の
適
正
管
理
に
努
め
ま
す
。

【
主
な
事
業
】

▽
水
洗
化
普
及
支
援
事
業

▽
町
整
備
型
浄
化
槽
整
備
推
進
事
業

【
環
境
衛
生
の
充
実
】

　

全
世
帯
に
取
り
組
み
が
浸
透
し
た

ご
み
の
分
別
細
分
化
を
継
続
し
、
リ

サ
イ
ク
ル
の
推
進
、
ご
み
の
減
量
化

に
努
め
る
と
と
も
に
、
老
朽
化
し
た

処
理
施
設
の
延
命
化
を
図
り
ま
す
。

高
揚
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
農
業
委
員
会
に
お
い
て

は
、
必
須
業
務
に
位
置
付
け
ら
れ

た
「
農
地
等
の
利
用
の
最
適
化
の

推
進
」
を
農
業
委
員
、
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
が
連
携
し
て
、

農
地
の
利
用
状
況
と
利
用
意
向
調

査
を
一
体
的
に
実
施
す
る
な
ど
、

積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
主
な
事
業
】

▽
担
い
手
へ
の
農
地
利
用
の
集

　

積
・
集
約
化

▽
遊
休
農
地
の
発
生
防
止
・
解
消

【
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
】

　

太
陽
光
・
風
力
、
畜
ふ
ん
、
生

ご
み
、
間
伐
材
な
ど
を
利
用
し
た

バ
イ
オ
マ
ス
資
源
に
よ
る
発
電
な

ど
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導

入
を
推
進
し
、
二
酸
化
炭
素
排
出

量
の
削
減
に
努
め
る
と
と
も
に
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
を
目
指

し
た
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

【
主
な
事
業
】

▽
エ
コ
・
エ
ネ
総
合
対
策
事
業
費

　

補
助
金

よ
る
広
域
化
、
情
報
化
社
会
な
ど

の
進
展
に
よ
り
、
特
に
も
高
齢
者

や
青
少
年
が
巻
き
込
ま
れ
る
交
通

事
故
や
犯
罪
が
急
増
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
関
係
団
体
と
協
力
し
、

指
導
お
よ
び
啓
発
活
動
に
努
め
ま
す
。

〔７〕2019(平成31)年４月１日・広報くずまき

　鈴木町長の施政方針演述に
続き、教育を通じて子どもた
ちの可能性を引き出し、町民
一人ひとりが生活に潤いと生
きがいを感じてもらうための
施策として、吉田信一教育長
が教育行政方針を述べました。

　
子
ど
も
を
安
心
し
て
産
み

　

育
て
ら
れ
る
子
育
て
支
援

【
子
育
て
環
境
の
充
実
】

　

就
学
前
教
育
の
在
り
方
検
討
委

員
会
で
の
検
討
結
果
な
ど
を
踏
ま

え
、
時
代
の
変
化
と
多
様
な
保
育

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、
就
学
前
教
育

の
充
実
、
児
童
福
祉
施
設
と
小
中

学
校
と
の
連
携
強
化
を
図
り
ま
す
。

【
主
な
事
業
】

▽
保
・
小
接
続
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施

▽
保
育
環
境
整
備
事
業

▽
保
育
施
設
再
整
備
調
査
業
務

　

学
び
輝
く
人
づ
く
り
と

　

町
を
愛
す
る
人
材
育
成

【
教
育
の
充
実
】

　

小·

中
学
校
に
お
け
る
新
学
習

指
導
要
領
へ
の
移
行
期
間
の
た
め
、

学
校
運
営
、
授
業
づ
く
り
の
在
り

方
に
係
る
教
職
員
の
研
修
機
会
の

確
保
に
努
め
、
完
全
実
施
に
向
け

た
準
備
を
進
め
ま
す
。

  

ま
た
、
国
が
進
め
る
学
校
に
お

け
る
働
き
方
改
革
や
部
活
動
指

導
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
、

児
童
生
徒
に
向
き
合
え
る
時
間
の

確
保
や
効
果
的
な
教
育
活
動
が
で

き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

  

さ
ら
に
は
、
連
携
型
中
高
一
貫

教
育
の
充
実
を
図
る
ほ
か
、
保
・

小
・
中
・
高
の
４
校
種
連
携
の
強

化
と
、
国
際
理
解
・
情
報
・
キ
ャ

リ
ア
教
育
の
充
実
を
図
り
、
一
貫

し
た
学
力
向
上
と
学
習
指
導
の
充

実
に
努
め
ま
す
。

  

併
せ
て
、
江
刈
中
学
校
校
舎
改

修
事
業
を
は
じ
め
と
す
る
教
育
施

設
環
境
の
充
実
に
取
り
組
み
ま
す
。

  

高
校
の
魅
力
づ
く
り
に
つ
い
て

は
、
葛
巻
高
校
の
２
学
級
維
持
、

存
続
に
向
け
、
新
た
に
設
置
す
る

山
村
留
学
生
寄
宿
舎
を
活
用
し
た

「
く
ず
ま
き
山
村
留
学
事
業
」
の

充
実
・
推
進
と
公
営
学
習
塾
に
よ

る
学
習
レ
ベ
ル
の
向
上
な
ど
を
図

り
、
誰
も
が
教
育
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
機
会
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

【
生
涯
学
習
の
充
実
と
文
化
の　

　

継
承
】

　

誰
も
が
生
き
が
い
を
持
っ
て
心

豊
か
に
健
康
な
生
活
が
送
れ
る
よ

う
、
自
ら
進
ん
で
幅
広
く
学
習
で

き
る
生
涯
学
習
の
充
実
が
ま
す
ま

す
重
要
視
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
こ
と
か
ら
各
世
代
別
・
目
的

別
に
応
じ
た
学
び
の
機
会
を
提
供

す
る
と
と
も
に
、
学
習
の
成
果
を

社
会
貢
献
や
地
域
課
題
の
解
決
に

つ
な
げ
る
取
り
組
み
を
支
援
し
、

ま
ち
づ
く
り
を
担
う
人
材
の
育
成

に
努
め
ま
す
。

【
青
少
年
教
育
】

　

学
校
・
家
庭
・
地
域
社
会
が
連

携
し
て
子
ど
も
を
育
む
体
制
づ
く

り
を
よ
り
一
層
推
進
す
る
た
め
に

町
青
少
年
育
成
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事

業
を
充
実
さ
せ
て
関
係
者
の
連
携

強
化
に
努
め
ま
す
。

【
文
化
の
継
承
】

　

自
主
的
な
文
化
活
動
や
地
区
文

化
祭
の
開
催
な
ど
を
支
援
す
る
と

と
も
に
、
よ
り
優
れ
た
芸
術
に
触

れ
る
機
会
の
提
供
に
努
め
ま
す
。

   

ま
た
、
町
内
に
残
る
歴
史
的
文

化
財
や
伝
統
芸
能
な
ど
を
次
の
世

代
に
確
実
に
引
き
継
ぐ
た
め
に
、

民
俗
資
料
な
ど
の
適
正
な
保
存
・

管
理
に
努
め
る
と
と
も
に
、
郷
土

芸
能
の
担
い
手
の
発
掘
と
育
成
、

記
録
保
存
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
主
な
事
業
】

▽
町
民
ま
な
び
ぃ
学
園
、
生
涯
学

　

習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

▽
成
人
式
、
40
歳
・
60
歳
の
つ
ど
い

▽
子
ど
も
の
未
来
を
考
え
る
町
民

　

の
つ
ど
い

▽
地
区
文
化
祭
、
郷
土
芸
能
発
表
会

▽
中
学
生
交
流
事
業

【
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
】

　

ス
ポ
ー
ツ
は
、
個
々
の
健
康
増

進
と
体
力
向
上
を
通
じ
て
日
常
生

活
に
潤
い
や
活
力
を
与
え
る
だ
け

で
は
な
く
、
人
と
人
あ
る
い
は
地

域
と
地
域
の
交
流
を
促
進
し
、
地

域
の
一
体
感
を
醸
成
す
る
も
の
で

あ
り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再

生
に
大
き
く
寄
与
し
ま
す
。

　

町
民
誰
も
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
関

心
や
適
性
に
応
じ
て
、
安
全
な
環

境
の
も
と
で
ス
ポ
ー
ツ
や
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
に
取
り
組
む
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
日
常
的
に
ス
ポ
ー

ツ
に
親
し
め
る
機
会
や
環
境
を
充

実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
競
技
ス

ポ
ー
ツ
に
つ
い
て
は
、
ト
ッ
プ
ア

ス
リ
ー
ト
や
指
導
者
か
ら
直
接
的

に
指
導
が
受
け
ら
れ
る
機
会
を
創

出
し
ま
す
。

　

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
と
宿
泊

施
設
を
有
効
に
活
用
し
た
ス
ポ
ー

ツ
合
宿
や
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の

誘
致
・
開
催
な
ど
を
通
じ
て
「
ス

ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
を
よ
り
一

層
推
進
し
、
特
に
も
近
年
増
え
て

き
た
大
学
生
の
ス
ポ
ー
ツ
合
宿

で
は
、
地
元
の
中
高
生
と
の
ス
ポ
ー

ツ
交
流
の
機
会
を
創
出
す
る
な
ど
、

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
交
流
人
口
の

拡
大
と
地
域
産
業
の
活
性
化
に
つ

な
げ
ま
す
。

【
主
な
事
業
】

▽
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
奨
励
事
業

▽
ス
ポ
ー
ツ
施
設
改
修
工
事

▽
ス
ポ
ー
ツ
備
品
の
整
備

教 育
行政方針

校舎の改修が予定されている江刈中学校校舎の改修が予定されている江刈中学校
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一般会計
　平成31年度は前年度比14.2％増の総額69億
9,217万円となっています。役場新庁舎建設工事の
ほか町立集会所の整備、酪農ヘルパー専用住宅の整
備、山村留学寄宿舎の運営に係る経費、各保育所へ
のエアコンの設置など、誰もが豊かに暮らせる環境
構築に係る予算を計上しています。

特別会計
　国民健康保険事業、農業集落排水事業、後期高齢
者医療事業の３つの会計の合計額が、12億5,117万
円で、前年度比4.5％の減となっています。また、一
般会計と３つの特別会計の合計額は、82億4,334万
円となり、前年度比10.9％の増となっています。

企業会計
　国民健康保険病院事業会計は、支出ベースで11億
60万円となり、前年度比4.3％の減、水道事業会計は
同じく支出ベースで２億721万円となり、前年度比
1.5％の増となっています。

総予算額（繰越予算額含む）
　道路改良工事、山村留学生寄宿舎整備、草地畜産
基盤整備など、平成31年度に繰り越される事業費は
総額で11億6,521万円の見込みで、全ての会計の当
初予算額と繰越予算額を合せた総予算額は109億53
万円となっており、前年度比比11.3％の増となって
います。

　平成31年度の当初予算は、全ての会計の当初予算額と繰
越予算額を合せた総予算額が109億53万円となっており、そ
の主な要因は、役場新庁舎の建設工事です。金融機関、商工
会、図書館、ホールなど多くの機能を兼ね備えた、町の新た
なコミュニティの場として整備される予定になっています。総予算額総予算額109109億円億円

民生費
10億6,897万円
（15.3%）

民生費
10億6,897万円
（15.3%）

民生費
10億6,897万円
（15.3%）

公債費
6億1,604万円
（8.8%）

公債費
6億1,604万円
（8.8%）

公債費
6億1,604万円
（8.8%）

衛生費
8億6,203円
（12.3%）

衛生費
8億6,203円
（12.3%）

衛生費
8億6,203円
（12.3%）

総務費
22億7,009万円
（32.5%）

総務費
22億7,009万円
（32.5%）

総務費
22億7,009万円
（32.5%）

農林水産業費
6億6,776万円
（9.6%）

農林水産業費
6億6,776万円
（9.6%）

農林水産業費
6億6,776万円
（9.6%）

土木費
5億283万円
（7.2%）

土木費
5億283万円
（7.2%）

土木費
5億283万円
（7.2%）

教育費
4億6,913万円
（6.7%）

教育費
4億6,913万円
（6.7%）

教育費
4億6,913万円
（6.7%）

消防費
3億3,482万円
（4.8%）

消防費
3億3,482万円
（4.8%）

消防費
3億3,482万円
（4.8%）

商工費
1億円（1.4%）
商工費
1億円（1.4%）
商工費
1億円（1.4%）

その他
1億50万円
（1.4%）

その他
1億50万円
（1.4%）

その他
1億50万円
（1.4%）

自主財源
16.9％
自主財源
16.9％
自主財源
16.9％

依存財源 83.1％依存財源 83.1％依存財源 83.1％

地方交付税 29億3,000万円
（41.9％）

地方交付税 29億3,000万円
（41.9％）

地方交付税 29億3,000万円
（41.9％）

国・県支出金
8億3,037万円
（11.9％）

国・県支出金
8億3,037万円
（11.9％）

国・県支出金
8億3,037万円
（11.9％）

分担金および負担金
4,026万円
（0.5％）

分担金および負担金
4,026万円
（0.5％）

分担金および負担金
4,026万円
（0.5％）
使用料および手数料
5,973万円
（0.9％）

使用料および手数料
5,973万円
（0.9％）

使用料および手数料
5,973万円
（0.9％）

その他の自主財源
6億518万円
（8.7％）

その他の自主財源
6億518万円
（8.7％）

その他の自主財源
6億518万円
（8.7％）

その他の依存財源
1億9,090万円
（2.7％）

その他の依存財源
1億9,090万円
（2.7％）

その他の依存財源
1億9,090万円
（2.7％）

町債
18億6,330万円
（26.6％）

町債
18億6,330万円
（26.6％）

町債
18億6,330万円
（26.6％）

町税
4億7,243万円
（6.8％）

町税
4億7,243万円
（6.8％）

町税
4億7,243万円
（6.8％）

一般会計予算 69億9,217万円 の内訳

歳入

歳出

会計名 予算額 伸び率

一般会計 69億9,217万円  14.2％

特
別
会
計

国民健康保険事業勘定 9億6,631万円  △  6.0％
農業集落排水事業 2億1,259万円 2.1％
後期高齢者医療事業 7,227万円 △  2.3％
　　　小計 12億5,117万円 △  4.5％

合計 82億4,334万円 10.9％

一般会計予算／特別会計予算

会計名 予算額 伸び率

国民健康保険
病院事業

収益的収入 11億 60万円    1.0％
収益的支出 11億 60万円 △ 4.3％
資本的収入 4,471万円 407.2％
資本的支出 8,189万円 483.6％

水道事業

収益的収入 1億9,078万円 5.8％
収益的支出 2億 721万円 1.5％
資本的収入 6,192万円 △85.2％
資本的支出 1億 227万円 △75.5％

企業会計予算

お知らせしますお知らせします
平成31年度 平成31年度 当初予算当初予算

総務費
【新】新庁舎等建設事業費　152,100万円
　　　役場新庁舎建設の工事費、工事監理費
【新】集会施設整備事業　3,700万円
　　　老朽化した自治公民館の建替改築工事
【継】地域おこし協力隊管理経費　3,200万円
　　　地域おこし協力隊員制度を活用したまちづくりに取り組みます
【新】姉妹町村等交流事業補助金　300万円
　　　沖縄県北中城村との姉妹町村30周年記念行事に係る補助金
【新】地方創生移住者支援事業費　100万円
　　　東京圏から移住し、町内で就職、起業した人に支援金を交付します

民生費
【新】児童福祉施設エアコン設置工事　300万円
　　　各保育所にエアコンを設置し、保育環境の充実を図ります
【継】高齢者等外出支援事業費　240万円
　　　外出困難高齢者などが移動にタクシーを利用した際の費用の
　　　 一部を助成します
【新】生活支援体制整備事業　133万円
　　　各地域の潜在的な福祉サービスのニーズの掘り起こしやサー
　　　 ビスの担い手を育成します

衛生費
【継】清掃センター長寿命化修繕工事　1,500万円
　　　清掃センターの長寿命化に向けた施設の修繕を行います
【継】看護職員等養成修学資金貸付金　1,195万円
　　　看護師などの修学資金の貸し付けを行い、将来、町の医療、
　　　 介護を担う人材の育成を図ります

農林水産業費
【継】草地畜産基盤整備事業費　18,174万円
　　　効率的、安定的な酪農経営に向けた草地、畜舎などの基盤の
　　　 強化を図ります
【新】酪農ヘルパー住宅整備事業　3,650万円
　　　酪農を支えるヘルパーの安定確保に向け酪農ヘルパー専用住
　　　 宅を整備します
【新】私有林整備事業補助金　965万円
　　　民有林の適正管理に向け森林整備をする所有者に対し
　　　て補助金を交付します　　　
【新】森林現況調査等業務　273万円
　　　民有林の適正管理に向けた現況調査行います

商工費
【継】くずまき型ＤＭＯ事業　2,150万円
　　　観光振興などを通じたまちづくり人材の育成と若者の雇用創
　　　 出、起業支援
【新】プレミアム付商品券事業　2,075万円
　　　消費税増税に係る消費の落ち込み軽減を図るためプレミア
　　　ム付商品券を発売

消防費
【新】消防用備品整備事業　450万円
　　　  消防用ホース、ワンタッチストレーナーなどを整備します
【新】地域防災計画等改定業務　190万円
　　　 災害発生時の防災・減災に向け地域防災計画の内容を更新します

教育費
【新】江刈中学校校舎改修事業　4,000万円
　　　快適な学習環境の実現に向け、老朽化した校舎を改修します

【継】公営学習塾運営事業　2,576万円
　　　葛巻高校の魅力向上と町の将来を担う人材育成のため町営学
　　　 習塾を開設します
【新】山村留学寄宿舎運営経費　1,858万円
　　　山村留学生を受け入れるための寄宿舎運営に係る経費
【新】スポーツ施設改修工事および備品購入　
　　 1,450万円

社会体育館および総合運動公園の施設改修のほか、ス
ポーツツーリズムの推進に向けトレーニング機器などを整備
します

特別会計
《国民健康保険事業》
【新】国保市町村事務処理標準システム導入　2,370万円
《農業集落排水事業》
【継】町設置型浄化槽建設事業　4,200万円
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【新】は新規事業
【継】は継続事業

労働費
【継】雇用促進奨励金　1,200万円
　　　安定的な雇用環境の創出に向け若者などを雇用した事業者に
　　　 対して奨励金を交付します

土木費
【継】町道葛巻浦子内線改良事業　17,200万円　　
　　　大橋橋りょう下部工、用地取得費、物件移転補償費
【継】町道愛羅瀬線改良事業　7,200万円
　　　新幼駒橋架設工事、既設町道摺付工事
【継】町道茶屋場田子線改良工事　4,250万円　　　
　　　道路舗装工事、歩道調査設計業務
【新】トンネル長寿命化修繕設計　200万円
　　　上外川トンネルの長寿命化修繕の実施設計

当初予算の概要



　

吉
ヶ
沢
小
学
校(

中
村
卓
志
校
長
、

児
童
６
人)

の
閉
校
記
念
式
典
は
３

月
21
日
、
同
校
体
育
館
で
行
わ
れ

在
校
生
と
教
職
員
の
ほ
か
卒
業
生
、

地
域
の
人
た
ち
な
ど
約
１
８
０
人

が
出
席
し
ま
し
た
。

　

鈴
木
重
男
町
長
は
「
保
護
者
や

地
域
の
皆
さ
ん
が
子
ど
も
た
ち
に

よ
り
良
い
環
境
を
と
熟
慮
し
た
結

果
、
そ
の
歴
史
の
幕
を
閉
じ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
小
屋
瀬

小
学
校
で
は
、
多
く
の
仲
間
と

切せ
っ
さ
た
く
ま

磋
琢
磨
し
、
新
た
な
校
風
と
歴

史
を
築
い
て
く
だ
さ
い
」
と
式
辞
。

続
い
て
吉
田
信
一
教
育
長
が
「
さ

ま
ざ
ま
な
体
験
活
動
を
通
し
た
こ

れ
ま
で
の
貴
重
な
体
験
は
、
子
ど

も
た
ち
自
身
の
大
き
な
成
長
に
つ

な
が
っ
た
も
の
と
思
い
ま
す
」
と

告
辞
し
ま
し
た
。
ま
た
、
中
村
校

12校旗返納の様子。代表
児童の芳田悠華さん(５年
生)から校旗を預かり吉田
教育長へ返納する中村校長
3在校時代の集合写真を懐
かしそうに眺め思い出話
に花を咲かせる卒業生たち
45感謝の気持ちを込めて
堂々と発表する児童とそれ
を見つめる出席者の皆さん

1

2

3

4

5
長
は
「
吉
ヶ
沢
の
子
ど
も
た
ち
を

こ
れ
か
ら
も
支
え
、
見
守
り
、
励

ま
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し

ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
全
校
児
童
６
人
が
総

合
学
習
を
通
じ
て
学
ん
だ
１
４
０

年
の
歴
史
と
地
域
の
人
た
ち
へ
の

感
謝
の
気
持
ち
を
発
表
。
涙
を
こ

ら
え
最
後
ま
で
堂
々
と
発
表
し
た

そ
の
姿
に
、
会
場
は
感
動
の
渦
に

包
ま
れ
ま
し
た
。

　

校
旗
返
納
で
は
、
卒
業
生
と
代

表
児
童
が
校
旗
を
外
し
、
芳
田
悠ゆ

う

華か

さ
ん
が
児
童
を
代
表
し
て
校
旗

を
中
村
校
長
へ
手
渡
し
た
後
、
吉

田
教
育
長
へ
返
還
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
出
席
者
全
員
で
校
歌
を

斉
唱
。
子
ど
も
た
ち
の
未
来
に
願

い
を
込
め
、
１
４
０
年
の
歴
史
に

幕
を
下
ろ
し
ま
し
た
。

　４月から小屋瀬小学校に統合された吉ヶ沢
小学校。その閉校記念式典は３月21日、同校小学校。その閉校記念式典は３月21日、同校
体育館で多くの卒業生や地域の皆さんらが出
席し、行われました。
　「大空 高く 羽ばたかん」校歌の一節にある
ように、６人の子どもたちは新たな校舎で、ように、６人の子どもたちは新たな校舎で、
地域の思いを胸に夢に向かって歩き出します。地域の思いを胸に夢に向かって歩き出します。

3

吉ヶ沢小学校閉校
140年の歴史に幕140年の歴史に幕

閉校記念碑閉校記念碑
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葛
巻
高
校(

上
柿
剛
校
長
、
生

徒
１
３
０
人)

の
第
49
回
卒
業
式

は
３
月
１
日
、
同
校
体
育
館
で
行

わ
れ
40
人(

山
村
留
学
生
２
人
含

む
）
に
上
柿
校
長
か
ら
卒
業
証
書

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

上
柿
校
長
は
「
人
と
の
つ
な
が

り
を
大
切
に
し
、
堂
々
と
前
を
向

い
て
挑
戦
し
続
け
て
い
っ
て
く
だ

さ
い
」
と
卒
業
生
た
ち
に
は
な
む

け
の
言
葉
を
贈
り
ま
し
た
。
続
い

て
鈴
木
重
男
町
長
が
「
ど
ん
な
難

題
に
も
必
ず
解
決
の
糸
口
が
あ
る

こ
と
を
信
じ
、
あ
き
ら
め
ず
、
歩

み
を
止
め
ず
、
果
敢
に
挑
戦
し
な

が
ら
夢
を
か
な
え
る
人
生
を
送
っ

て
く
だ
さ
い
」
と
祝
辞
を
述
べ
ま

第49回葛巻高校卒業式

山村留学制度第２期生として葛巻高校を卒業した
２人に３年間の思い出を聞きました

長津　裕
ひろやす

稔さん

　人見知りをする性格でした
が、高校や寮生活をする中で
コミュニケーションを学び、
誰とでも話せるようになりま
した。秋まつりに参加したこ
とで、葛巻の人たちの良さを
より感じることができたと思
います。これまで温かく見
守ってくださり、ありがとう
ございました。北海道出身

し
た
。

　

在
校
生
を
代
表
し
て
元
村
弥み

ゆ
う佑

さ
ん(
２
年)

が
送
辞
を
贈
り
、
卒

業
生
を
代
表
し
て
石
角
南は

な花
さ
ん

が
「
私
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
の
新
た

な
道
へ
進
み
、
夢
を
実
現
す
る
た

め
の
努
力
を
し
て
い
き
ま
す
。
未

来
へ
の
希
望
と
大
き
な
夢
を
持
ち
、

力
強
く
歩
ん
で
い
き
ま
す
」
と
答

辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

卒
業
生
た
ち
は
、
こ
れ
ま
で
支

え
て
く
れ
た
保

護
者
や
教
員
ら

へ
の
感
謝
の
気

持
ち
を
胸
に
、

学
び
舎や

を
後
に

し
ま
し
た
。

佐藤　ゆきなさん

　夏に友達と川で遊んだこと
が思い出です。寮での生活を
経験したことで、洗濯や片
付けなど進んでできるように
なりました。町民の皆さんが、
明るくあいさつをしてくれた
り、知り合いのように接して
くれたことがとても心強かっ
たです。ありがとうございま
した。神奈川県出身

Interview

40人が新たな道へ
希望を胸に
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いらっしゃい
くずまき通信
移住定住・交流ガイド移住定住・交流ガイド

　みなさん、こんにちは！地域おこし協力隊「高原
牧場観光プロデューサー」の髙野嘉明です。葛巻町
に移住して２度目の冬は昨年とは違い、少し心に余
裕ができましたので、冬という季節を楽しみながら
過ごすことができました。
　くずまき観光地域づくり協議会の事業の一環とし
て「くずまき星空キッチン」というツアーをくずま
き高原牧場で開催しました。このツアーは、観光PR
検討部会のメンバーが町外の人たちに葛巻町のきれ
いな星空を堪能してほしいという思いから、アイデ
アを出し合い、議論し合って、一から作り上げました。
私も部会員として、また、くずまき高原牧場で働い
ている立場から、牧場の持っている優位性を最大限
に感じてもらえるようにメンバーの皆さんと一緒に
考えました。
　ツアーでは「星」をキーワードに、牧場体験や星
にちなんだ食事メニューを楽しんでもらいました。

今月は…今月は… 髙野嘉明隊員髙野嘉明隊員
　の活動報告　の活動報告

地 しお域 こ
協 隊力 レポ

くずまき星空キッチンを開催

満天の星空に感激！vol.17

1エサを与えながら牛や酪農に親しむ参加者の皆さん2窯でピザ
を焼く髙野さん3「星」をテーマに作られたケーキ

交
流
深
め
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
拡
大

　

町
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
構
築
事
業

の
一
環
と
し
て
３
月
９
日
、
東
京

都
内
で
「
か
っ
け
を
味
わ
う
葛
巻

フ
ァ
ン
オ
フ
会
」
を
開
催
し
、
本

町
へ
の
移
住
を
考
え
て
い
る
人
や

町
に
興
味
が
あ
る
首
都
圏
在
住
の

「
く
ず
ま
き
フ
ァ
ン
」
18
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
年
間
約
70
件
ほ
ど
の

新
規
移
住
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
具
体
的
な
移
住
相
談
に

つ
な
が
る
ケ
ー
ス
は
少
な
く
、
直

接
町
民
と
触
れ
合
い
、
町
の
良
さ

を
知
っ
て
も
ら
う
機
会
を
増
や
す

必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

本
町
に
関
心
が
あ
る
人
た
ち
の
つ

な
が
り
を
大
切
に
し
、
情
報
交

換
や
交
流
の
場
を
数
多
く
持
つ
こ

と
で
、
町
と
関
わ
る
人
を
増
や
し
、

移
住
、
交
流
人
口
の
拡
大
を
図
る

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
㈱

や
ど
り
木
※(

南
舘
則
江
代
表)

が
、

く
ず
ま
き
型
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
連
携
し
た

町
の
交
流
人
口
拡
大
の
取
り
組
み

紹
介
や
町
を
よ
り
深
く
知
っ
て
も

ら
う
た
め
の
ク
イ
ズ
大
会
な
ど
を

行
い
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
に
楽
し

ん
で
も
ら
い
な
が
ら
町
の
魅
力
を

伝
え
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
㈱
岩
手
く
ず
ま
き
ワ

イ
ン
の
小
野
寺
望
さ
ん
に
よ
る
く

ず
ま
き
ワ
イ
ン
の
紹
介
な
ど
を
交

え
、
郷
土
料
理
の
「
か
っ
け
」
を

味
わ
い
な
が
ら
町
を
語
り
合
い
、

交
流
を
深
め
ま
し
た
。

※
「
㈱
や
ど
り
木
」
は
く
ず
ま
き
型

Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
メ
ン
バ
ー
が
３
月
に
起

業
し
た
ま
ち
づ
く
り
会
社
で
す
。

　
【
関
連
18
㌻
】

郷
土
料
理
の
か
っ
け
で
町
の
食
文
化
に
触
れ

る
参
加
者
の
皆
さ
ん

終盤では、たき火を囲みながら、満天の星空を参加
者の皆さんと見ることができ、思い出に残る星空観
察会になりました。今回見た満天の星のように、葛
巻町がいつまでもキラキラと輝いている「まち」で
あってほしいと感じました。そして、そのような町
になるように今後も地域おこし協力隊として、関わっ
ていきたいと強く感じました。

▷移住相談で２年ほど前に葛巻町
を訪れました。若い起業家の皆
さんの話しを聞き、町が変化し
続けていることを感じることが
できました。また葛巻町に行き
たいと思います。（20代、女性）

▷くずまきの食材は素晴らしいも
のばかり。今度はふるさと納税
で町を応援します。（50代、女性）

▷自分のSNSで葛巻町を紹介した
いと思います。　（30代、男性）

▷初めて葛巻町を知りました。
もっとPRしたほうがいいと思い
ます。　　　　　(50代、女性)

▷かっけはみそをスープにせず、
付けて食べるのが独特で新鮮だ
と感じました。　（40代、女性）

参加者の声 「
か
っ
け
を
味
わ
う
葛
巻
フ
ァ
ン
オ
フ
会
」
開
催

【問い合わせ先】総務企画課いらっしゃい葛巻推進室☎66-2111内線221、224、225

〔13〕2019(平成31)年４月１日・広報くずまき
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町
は
４
月

　

町
は
４
月
1515
日
か
ら
ラ
イ
フ
ビ

日
か
ら
ラ
イ
フ
ビ

ジ
ョ
ン
ア
プ
リ
で
の
情
報
配
信
を
ス

ジ
ョ
ン
ア
プ
リ
で
の
情
報
配
信
を
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。

タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
昨
年

　

こ
れ
は
、
昨
年
1010
月
２
日
に
町
と

月
２
日
に
町
と

岩
手
ト
ヨ
ペ
ッ
ト
㈱
、
ネ
ッ
ツ
ト
ヨ

岩
手
ト
ヨ
ペ
ッ
ト
㈱
、
ネ
ッ
ツ
ト
ヨ

タ
岩
手
㈱
な
ど
ト
ヨ
タ
グ
ル
ー
プ
７

タ
岩
手
㈱
な
ど
ト
ヨ
タ
グ
ル
ー
プ
７

社
と
締
結
し
た
「
岩
手
県
葛
巻
町
の

社
と
締
結
し
た
「
岩
手
県
葛
巻
町
の

ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
包
括
連
携
協

ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
包
括
連
携
協

定
」
に
基
づ
く
取
り
組
み
の
一
つ
で
、

定
」
に
基
づ
く
取
り
組
み
の
一
つ
で
、

日
ご
ろ
お
使
い
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

日
ご
ろ
お
使
い
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

で
、
町
の
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
い
つ

で
、
町
の
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
い
つ

で
も
、
ど
こ
で
も
確
認
す
る
こ
と
が

で
も
、
ど
こ
で
も
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

で
き
ま
す
。

【
主
な
配
信
内
容
】

▽
緊
急
防
災
情
報

▽
イ
ベ
ン
ト
情
報

▽
観
光
情
報

▽
町
か
ら
の
お
知
ら
せ

▽
慶
弔
情
報

▽
移
住
、
定
住
情
報

※
葛
巻
町
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
お
知
ら
せ

を
受
け
ら
れ
る
の
で
、
町
外
に
お
住
ま

い
の
人
に
も
お
薦
め
で
す
。

【
利
用
料
】

▽
無
料

※
た
だ
し
、
通
信
料
は
利
用
者
の
負
担
に

な
り
ま
す
。

【
使
い
方
】

　

次
の
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
１
か
ら
３
の
手
順

で
ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く

だ
さ
い
。

【
そ
の
他
】

　

試
用
期
間（
４
月
14
日
ま
で
）で
も

検
索
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
総
務
企
画
課
☎
66-

２
１
１
１
内
線

　

２
２
３
、
２
２
６

葛巻町×トヨタ地域貢献プロジェクト

くずまきの情報配信が
スタート！スタート！４４月月1515日日

①町内にお住まいの人
ＳＴＥＰ３

ＳＴＥＰ２
次のＱＲコードを読み取るか
GooglePlayの 「ライフビジョン(スマホ版)」
またはAppStoreの 「ライフビジョン」で検索

①インストールボタンをタッ
プし、自分のAppleまたは
GoogleアカウントのＩＤ
とパスワードを入力

②画面に従いインストール完
了した後、スマートフォン
のホーム画面に表示される
アイコンをタップ　Android用 iPhone用

Android、
iPhone共通

　お住まいの地域に合わせ
てログイン画面で①または
②をタップ

②町外にお住まいの人
葛巻地域の
郵便番号を入力 お住まいの地区を選択

①

②

　主にイベントや観光情報、
移住・定住情報などをお届けし
ます
ＱＲコードでログイン

↓
次のＱＲコードを読み取る

ＳＴＥＰ１



くずまき観光地域づくり協議会の平成30年度第２回総会であい
さつする觸澤義美副町長

　

く
ず
ま
き
観
光
地
域
づ
く
り
協
議

会
（
会
長
、
觸
澤
義
美
副
町
長
）
の

本
年
度
第
２
回
総
会
は
３
月
19
日
、

総
合
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
関
係
者

ら
約
30
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
同
協
議
会
の
組
織
に
所

属
し
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
協
会
の
名
称

変
更
に
よ
る
規
約
の
一
部
改
正
の
ほ

か
、
検
討
部
会
ご
と
に
平
成
30
年
度

の
く
ず
ま
き
型
Ｄ
Ｍ
Ｏ
事
業
の
報
告

を
行
い
ま
し
た
。

　

觸
澤
副
町
長
は
「
人
材
が
生
ま
れ

育
つ
状
況
に
動
き
始
め
て
い
る
。
さ

ま
ざ
ま
な
立
場
や
業
種
の
若
者
た
ち

が
地
域
の
課
題
解
決
に
真
剣
に
向
き

合
い
、
行
動
す
る
姿
が
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
生
ま

れ
た
こ
と
が
大
き
な
成
果
と
考
え
て

い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
自
発
的

な
取
り
組
み
と
連
動
し
な
が
ら
、
今

後
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
大
き
な
波
及

効
果
に
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
し
た
。

　

く
ず
ま
き
型
Ｄ
Ｍ
Ｏ
事
業
は
、
小

さ
な
活
動
の
一
つ
一
つ
を
大
切
に
、

町
に
良
い
変
化
を
も
た
ら
す
成
果
を

積
み
上
げ
て
い
き
ま
す
。

　

各
部
会
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

く ず ま き 型 Ｄ Ｍ Ｏ
くずまき観光地域づくり協議会

取組
発表

部会員らがデザインしたユニフォーム。サイクル
ツーリズムの普及ＰＲのため活用されます

　

特
産
品
検
討
部
会
で
は
、
新
た
な

町
の
特
産
品
作
り
に
取
り
組
み
、
商

品
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
商
品
の

パ
ッ
ケ
ー
ジ
や
名
称
を
ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
す
る
専
門
家
を
交
え
て
検
討
を

進
め
て
き
ま
し
た
。

　
「
く
ず
ま
き
ワ
イ
ン
」と「
の
だ
塩
」

を
使
っ
て
作
る
ワ
イ
ン
ソ
ル
ト
は
、

商
品
名
や
パ
ッ
ケ
ー
ジ
な
ど
を
含
め

ほ
ぼ
完
成
に
近
づ
い
て
お
り
、
商
品

と
し
て
の
製
造
、
販
売
に
向
け
て
事

業
者
の
募
集
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

特
産
品
検
討
部
会

ワ
イ
ン

ソ
ル
ト

商
品
化
に
向
け
調
整
中

製造、販売に向けて調整が進められているくずま
きワインとのだ塩で作られたワインソルト

町家で行われた社会実験の検討結果を報告する岩手
大学の学生たち

町の補助金を活用し大会を開催した第１回なでしこ
カップの様子

「まちなかエリアビジョン」の内容について検討す
る部会員ら

観
光
Ｐ
Ｒ
検
討
部
会

新
た
な
観
光
資
源
で
誘
客

　

観
光
Ｐ
Ｒ
検
討
部
会
で
は
、
町
が

も
つ
資
源
を
最
大
限
に
活
用
し
新
た

な
観
光
に
よ
る
誘
客
の
促
進
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　

く
ず
ま
き
型
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ

ム
で
は
、
専
門
家
の
意
見
を
参
考
に

コ
ー
ス
の
選
定
の
ほ
か
、
マ
ッ
プ
の

作
成
、
休
憩
所
の
整
備
な
ど
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
星
空
や

ワ
イ
ン
に
着
目
し
た
ツ
ア
ー
を
企
画
。

若
い
女
性
を
中
心
に「
ま
た
来
た
い
」

と
好
評
で
し
た
。

若
者
・
高
校
生
検
討
部
会

憩
い
の
場
づ
く
り
を
検
討

　

若
者
・
高
校
生
検
討
部
会
で
は
、

ま
ち
な
か
に
誰
も
が
休
憩
や
勉
強
、

談
話
が
で
き
る
憩
い
の
場
づ
く
り
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

　

候
補
地
と
し
て
町
中
心
部
の
地
区

セ
ン
タ
ー
な
ど
を
岩
手
大
学
の
学
生

ら
と
調
査
。
新
町
地
区
の
町
家
を
最

終
候
補
地
と
し
て
シ
ェ
ア
ス
ペ
ー
ス

の
社
会
実
験
を
行
い
ま
し
た
。
利
用

者
か
ら
は「
こ
の
よ
う
な
場
が
必
要
」

と
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
、
今
後
の
活

動
へ
の
弾
み
と
な
り
ま
し
た
。

　

移
住
交
流
検
討
部
会
で
は
、
移
住

体
験
ツ
ア
ー
を
開
催
。
よ
り
具
体
的

に
町
に
住
む
イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま
せ

て
も
ら
え
る
よ
う
に
郷
土
料
理
作
り

や
酪
農
体
験
、
仕
事
の
紹
介
な
ど
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
移
住
し
た
人
た
ち
が
少
し

で
も
早
く
町
の
暮
ら
し
に
慣
れ
親
し

ん
で
も
ら
う
た
め
に
「
く
ず
ま
き
暮

ら
し
の
ガ
イ
ド
」
を
作
成
。
生
活
情

報
を
掲
載
し
、
く
ず
ま
き
暮
ら
し
を

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

移
住
交
流
検
討
部
会

移
住
体
験
で
町
の
魅
力
発
信

くずまき暮らし体験ツアーの民泊先でみそ作りに
挑戦する参加者

ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
検
討
部
会

県
内
外
で
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
誘
致

　

ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
検
討
部
会

で
は
、
東
京
都
内
で
開
催
さ
れ
た
合

宿
相
談
会
に
参
加
し
、
大
学
や
旅
行

会
社
へ
の
Ｐ
Ｒ
活
動
の
ほ
か
、
町
内

の
ス
ポ
ー
ツ
関
係
機
関
と
ス
ポ
ー
ツ

環
境
の
充
実
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。

　

ま
た
、
観
光
Ｐ
Ｒ
検
討
部
会
と
進

め
て
い
る
「
く
ず
ま
き
型
サ
イ
ク
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
」
で
は
、
各
種
研
修
会

で
事
例
発
表
を
行
い
、
さ
ま
ざ
な
場

面
で
町
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
。

ま
ち
な
か
検
討
部
会

ま
ち
な
か
の
魅
力
を
引
き
出
す

　

ま
ち
な
か
検
討
部
会
で
は
、
歩
き

ま
わ
り
た
く
な
る
ま
ち
な
か
づ
く
り

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
専
門
家
の
ア

ド
バ
イ
ス
を
参
考
に
、
町
の
将
来
像

を
イ
メ
ー
ジ
し
な
が
ら
「
ま
ち
な
か

エ
リ
ア
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
策
定
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
部
会
員
ら
が
ま
ち
づ
く
り

会
社
を
起
業(

関
連
18
㌻
）。
町
中
心

部
の
空
き
店
舗
を
活
用
す
る
事
業
展

開
に
、
今
後
さ
ら
な
る
期
待
が
寄
せ

ら
れ
ま
す
。

　平成28年９月に発足し、３年目。観　平成28年９月に発足し、３年目。観
光を切り口としながら新たな経済の活光を切り口としながら新たな経済の活
性化、若者の雇用の創出を目的として性化、若者の雇用の創出を目的として
６つの事業検討部会（①特産品検討部６つの事業検討部会（①特産品検討部
会②移住交流検討部会③観光ＰＲ検討会②移住交流検討部会③観光ＰＲ検討
部会④スポーツツーリズム検討部会⑤部会④スポーツツーリズム検討部会⑤
若者高校生検討部会⑥まちなか検討部若者高校生検討部会⑥まちなか検討部
会）が各部会のテーマに沿った事業を会）が各部会のテーマに沿った事業を
考案し取り組んでいます。考案し取り組んでいます。

くずまき観光地域づくり協議会(くずまき型ＤＭＯ)

〔15〕2019(平成31)年４月１日・広報くずまき 広報くずまき・2019(平成31)年４月１日広報くずまき・2019(平成31)年４月１日〔14〕〔14〕



〔17〕2019(平成31)年４月１日・広報くずまき 広報くずまき・2019(平成31)年４月１日〔16〕

たくさんの色鮮やかなつるし飾りやひな人形に興味津々の園児

小澤綾子さん (円内 ) の歌声に合わせて手拍子をする参加者
の皆さん

町保健委員らが研修会
生きる素晴らしさ学ぶ

第６回町家のひなまつり
ひな飾りで華やかな彩り

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

五穀豊穣を願う「舞込み」を披露する茶屋場えんぶり保存会
と鑑賞に訪れた地域の皆さん

春の訪れにぎやかに
茶屋場えんぶり保存会

入試や大学生活など「進学」をテーマにさまざまな話をざっ
くばらんに語り合う参加者たち

進学テーマに語り合う　
経験伝え後輩の夢応援
  進学をテーマにしたフリートークカフェは３
月17日、新町地区の町家で開催され高校生や帰
省中の大学生ら16人が参加しました。
　葛巻高校出身の本宮和昌さん(19歳、泉田)と
石角珠

み

乃
の

理
り

さん(18歳、新町)、村木文
あ や ね

音さん(18
歳、新町)の３人が企画。現役の大学生らが自ら
の経験を話し、受験に向かう後輩の不安や焦り
を少しでも解消するため、学生生活などをざっ
くばらんに語り合いました。村木さんは「イベ
ント企画は、いい勉強になりました。自分の話が
後輩たちの役に立つといい」と応援していました。

鳥居美智子看護師長㊨の説明に真剣に耳を傾けメモを取る
県立大学看護学部の学生たち

　３月６日、県立大学看護学部の学生ら14人が
葛巻病院(遠藤秀彦院長)と高砂荘(和野喜一理事
長)を訪問し、地域医療や看護ケアについて理解
を深めました。
　葛巻病院を訪れた学生らは、施設内の説明を
受けた後、同院で取り組む高齢患者の日常生活
への自立支援の体制や高砂荘で行った口腔ケア
と褥

じょくそう

瘡予防の出前講座などについて説明を受け、
「実際に見たり直接お話を聞くことができて良い
経験になりました」と真剣に耳を傾け、メモを
取っていました。

県立
大生が葛巻病院を訪問
地域医療の現場学ぶ

　茶屋場えんぶり保存会(東春三会長、会員20人)
の「門打ち」は２月24日、高砂荘と葛葉荘を含
む町内６カ所で行われました。
　五穀豊穣を願う「舞込み」やはやし舞の「松
の舞」、祝舞の「大黒舞」などが披露され、訪れ
た人たちを魅了。清水敬子さん(74歳、田代)は
「15年ほど前に見て以来。久しぶりに目の前で
見ることができて楽しかったです」と世代交代
した踊り手たちを感慨深げに見つめていました。
　色鮮やかな衣装の踊り手やにぎやかなおはや
しが春の訪れを感じさせていました。

　町商工会女性部(近藤とし子部長)主催の第６回
町家のひなまつりは２月27日から３月３日まで、
新町地区の町家で行われました。
　３日目には葛巻保育園児による踊りが披露さ
れ、来場者たちは子どもたちの元気いっぱいの
歌とかわいらしい振りに目を細めていました。
　部屋を埋め尽くすほど飾られたひな人形やつ
るし飾りに遠藤美惠子さん(76歳、田子)は「子
どものころを思い出します。季節を感じられ、
色合いもきれいで素晴らしいです」と訪れた人
たちと鑑賞していました。

　３月14日、町保健委員協議会(山本良子会長、
会員67人)の研修会がグリーンテージで開催さ
れ、保健委員ら80人が参加しました。
　研修会では、進行性難病筋ジストロフィーを
抱えながら、全国各地で講演会とミニコンサー
トを開催している小澤綾子さんを講師に行いま
した。講演会では「今を生きる」と題して、元
気でいられる時間が限られているなら、今を全
力で楽しんで生きていこうと決めるまでの心の
葛藤や生きることの素晴らしさを参加者たちに
伝えていました。

参加者の注目を集めた白子の天ぷらと会場を
盛り上げたアルパ奏者の絵美夏さん ( 円内 )

　東日本大震災から８年目を迎えた３月11日、
三陸防災復興プロジェクト2019関連イベント
「三陸の食を味わう夕べ」がグリーンテージで
開催され、町民ら124人が参加しました。
　三陸産の魚介類などを使った料理に加え、会
場内ではタラの白子の天ぷらが揚げられ、参加
者たちの注目を集めていました。また、あつあ
つの天ぷらに添えられた桜色の「くずまきワイ
ンソルト」が春の彩りを一層添えていました。
　アルパ(ラテンハープ)奏者の絵美夏さんのコ
ンサートも行われ、会場を盛り上げました。

震災復興応援イベント
三陸の食を味わう夕べ



清水野 結
ゆ ら

來ちゃん
（３歳９カ月・江刈馬渕）
一成さん・葉月さん次女

　ふわふわしたものやかわいいもの
が好きな「ゆっちゃん」。すれ違う
人に話しかける人懐こい性格。いつ
も姉妹でおままごとをして遊んでい
ます。卵を割ったり、皮むきをする
など料理のお手伝いを積極的にして
くれます。ゆっちゃんらしさを忘
れないで優しく思いやりのある子に
育ってほしいな。　　　 　　　葉月
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「
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。
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耳よりな情報やご意見、ご質問などお気軽にお寄せください。
総務企画課  広聴広報統計係　☎ 66-2111 内線 222

　

市
村 

貴
博
さ
ん

堀　大
たいせい

惺くん
（３歳 11カ月・四日市）
幸太さん・沙織さん長男

　変な顔をして、みんなを笑わせ
てくれるひょうきんな「たいせい」。
体調が悪いときに声をかけて心配し
てくれたり、いつも以上にお手伝い
をしてくれる優しい子です。最近は
料理の準備をしてくれたり、着替え
を一人でできるようになりました。
元気で思いやりのある優しい子に
育ってほしいです。 　　　　　沙織

－ 442－

299

眞下キミヨさん
（81歳・垂柳）

おいしい牛乳を届けたい

◆勤め先は？
　中六角牧場に勤めています。牛が病気に
ならないように衛生面と体調管理に気を
付けながら搾乳をしています。また、け
がや事故を起こさないように心掛けてい
ます。
◆自分の性格は？
　おとなしいと思います。友達からは面
白いと言われますね。
◆趣味・特技は？
　海外ドラマを見ることです。今は「スー
パーナチュラル」というサスペンスを見
たいです。
◆今、一番したいことは？
　ピックアップトラックが欲しいです。海
や山など、いろいろな所に
ドライブをしたいです。
◆理想の女性像は？
　しっかりしていて、話し上手の背が高
い女性がいいです。
◆将来の夢は？
　結婚をして温かい家庭を築き、牛に携
わる仕事を続けていきたいですね。
◆最後にひと言
　葛巻の牛乳はおいしいので、たくさん
の人に飲んでもらいたいです。

　
（
27
歳
・
五
日
市
）
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町民のひろば町民のひろば
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自分の命は自分で守る
防災マップで災害に備えましょう

　町は安全で安心なまちづくりのために「防災マップ」を作成し
ました。この防災マップには、町内で発生する自然災害のうち重
大な災害につながると予想される土砂災害、洪水災害の危険箇所
のほか各地区センターなどの指定緊急避難所、学校施設などの指
定避難所の情報や防災対策に関する情報が掲載されています。
　４月上旬に全世帯に配布するほか、各地域での説明会を順次開
催する予定です。災害はいつ起こるか分かりません。「自分の命
は自分で守る」ため配布される防災マップを目の届く所に置き、
日ごろから災害に備えましょう。

葛
巻
高
校
選
抜
合
格
者
発
表

【
３
月
14
日
・
葛
巻
高
校
】

くずまき型DMOメンバーが会社設立
株式
会社 「やどり木」本格始動を報告

　くずまき観光地域づくり協議会(くずまき型DMO)の観光PRお
よび特産品検討部会のメンバー３人が「株式会社やどり木」の設
立報告のため２月25日、町長室を訪れました。
　同社は南舘則江さん(38歳、小屋瀬)が代表を務め、熊谷由美
さん(46歳、新町)と地域おこし協力隊の鶴木優悟さん(30歳、小
田)が取締役として運営を支えます。今後は、コミュニティカフェ
部門、観光案内部門、デザイン部門の３つの事業を展開する予定。
新町地区の旧㈲マルキンを改装し、本年夏の本格稼働を目指して
取り組んでいます。

　

葛
巻
高
校
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同
校
の
野
球
部
と
陸
上
部

の
部
員
た
ち
が
、
合
格
を
確

認
し
た
受
験
生
に
声
を
掛
け
、

高
々
と
歓
迎
の
胴
上
げ
を
し

て
い
ま
し
た
。

吉ヶ沢小学校閉校記念碑除幕式＆思い出を語る会【３月21日・吉ヶ沢小学校校庭＆もく・木ドーム】
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町の防災情報が満載の防災マ町の防災情報が満載の防災マ
ップ(４月上旬全世帯配布予定)ップ(４月上旬全世帯配布予定)



▼健康アップ体操教室
　①４月～３月　②全町民　③社会体育館

▼いきいきスポーツ大学
　①４月～３月　②成人　③社会体育館

▼水中運動教室
　①５月～ 11月　②成人　③葛巻小プール

▼安家森、遠別岳山開き登山
　①５月26日　②全町民　③袖山高原

▼チャレンジデー 2019
　対戦相手：沖縄県北中城村
　①５月29日　②全町民　③町内各地

▼県北ジャズ体操講習会
　①７月21月　②小学生以上　③社会体育館

▼ニュースポーツ教室(全５回)
　①10月　②全町民　③各体育振興会の会場

▼テニス教室
　①③未定　②成人

スポーツ教室

〔21〕2019(平成31)年４月１日・広報くずまき 広報くずまき・2019(平成31年)４月１日〔20〕

４月スタート

①開催時期①開催時期
②対象者②対象者
③開催場所③開催場所

町
民
ま
な
び
ぃ
学
園
の
講
座
＆
教
室

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
誰
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
ま
す

　小学校で実施している放課後子ども教室では、
児童の見守りや学習の補助をする「安全管理員」
を募集します。
　子どもたちと遊びやスポーツなどを通じて触
れ合ってみませんか？性別は問いません。関心
のある人は、お気軽にお問い合わせください。
▶応募要件　18歳以上の人(高校生除く）
▶活動日時　月曜日から金曜日(週２～３回）
　　　　　　14：30～ 16：30
　　　　　　※学校によって曜日が異なります
▶活動場所　葛巻小、小屋瀬小、江刈小、五日
　　　　　　市小のいずれか
▶任用期間　５月から2020年３月まで
　　　　　　※申し込みは随時受け付け
▶謝　　礼　日額1,200円
問教育委員会事務局 ☎66-2111内線276

小学校放課後子ども教室

安全管理員安全管理員をを募集募集しますします

料理体験で｢へっちょ
こだんご｣作りに挑戦
する子どもたち

▼ブックスタート
　①８月～３月　②１歳半幼児　③保健センター

▼子ども体験教室
　①６月～３月　②小学生　③町内各地

▼夏休みナイトシアター
　①７月～８月　②幼児、小学生と保護者　③総合センター

▼親子スポーツ教室(全13回)
　①４月～３月　②幼児と保護者　③保健センター

▼小中学生水中教室(全４回)
　①７月～８月　②小中学生　③葛巻小プール

▼小学生スキー教室(全２回)
　①１月11日、12日　③小学生　②平庭高原スキー場

幼児青少年の学習

▼町内16教室
　①５月～３月　②60歳以上の人　

葛巻福祉大学

　平成平成3131年度の「町民まなびい学園」が４月から始まります。年度の「町民まなびい学園」が４月から始まります。
　「いつでも、どこでも、誰でも」気軽に参加できる講座や教　「いつでも、どこでも、誰でも」気軽に参加できる講座や教
室がたくさんありますので、興味のある講座や教室にお誘い室がたくさんありますので、興味のある講座や教室にお誘い
合わせのうえご参加ください。合わせのうえご参加ください。

▼郷土学講座

▼塩の道ウォーキング

▼食文化再発見講座

▼男の料理教室　

▼コーヒー講座

▼ヨガ教室

▼レザークラフト教室

▼マナーアップ教室「ペン習字」

▼マナーアップ教室「花道」

▼手芸教室「洋裁」

▼手芸教室「編み物」
　詳しくは、各月に発行される「まなびの
森の案内板」をご覧ください。

教養講座・教室

昨
年
の
ヨ
ガ
教
室
の
様
子

昨
年
の
ヨ
ガ
教
室
の
様
子

　吹奏楽を通じて音楽を楽しむ新しい
サークル「葛巻ブラス」が設立されま
した。
　音楽に興味のある人ならどなたでも
参加でき、未使用楽器の貸し出しも行
います。お誘い合わせのうえ、気軽に
お申し込みください。
▶サークル名　「葛巻ブラス」
▶対 象 者　音楽に興味のある人
※経験者、未経験者、初心者問わず
大歓迎です。

▶活動内容　楽器の演奏

新サークル「葛巻ブラス」で生演奏を楽しみませんか？

　一般開放している葛巻小学校の屋内プールの
清掃、点検などのため次のとおり使用を休止し
ます。
　再開については、改めてお知らせします。ご

４月から５月上旬まで休止します

葛巻小屋内プールの一般開放葛巻小屋内プールの一般開放

不便をおかけしますがご協力を
お願いします。
問教育委員会事務局
☎66-2111内線272
NPO法人葛巻町スポーツ協会
☎66-3607

「そば打ち教室」開催します
　第１回食文化再発見講座「そば打ち教室」
を次のとおり開催します。
▶日　時　５月14日(火)　９：30～ 14:00
▶場　所　五日市生活改善センター
▶内　容　そば打ちと試食
▶講　師　馬場トミさん、市村タケノさん
▶対象者　町内在住の成人
▶定　員　10人
▶参加費　800円(材料代)
▶持ち物　エプロン、三角巾
▶申込み　５月７日(火)
問公民館☎66-2111内線163

▶活動日時　毎月２回(第２、第４金曜日)
　　　　　　17：00～ 20：00
▶活動場所　葛巻小学校ミーティン 

グルーム
▶そ の 他　未使用楽器の貸出有
問☎090-5839-4128(波紫)
　☎090-2605-9663(金澤)

講座・教室名講座・教室名
１ 高砂荘 ９ 垂柳ふれあい学級
２ 象鼻山教室 10 小田学級
３ 新町福寿会 11 田野学級
４ 城下福祉学級 12 冬部学級
５ 田子ふれあい教室 13 星野学級
６ 平船校舎 14 馬渕遠矢場会
７ 元木教室 15 五日市教室
８ 土谷川学級 16 江刈教室
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  募集します
  障がい者スポーツ大会の選手＆ボランティア障がい者スポーツ大会の選手＆ボランティア

　町は第21回県障がい者スポーツ大会に出場する
選手と選手をサポートする一般のボランティアを
募集しています。当日は送迎バスを運行します。
希望する人は、申し込みの際にお知らせください。
【開催期日】　６月１日(土)
【開催会場】
①県営運動公園…開閉会式、陸上、フライングディスク
②ふれあいランド岩手…水泳、卓球、アーチェリー
③盛岡スターレーン…ボウリング
※障がいの程度により出場できる種目が異なりま
　すので、事前にご確認ください。
【選手資格】　４月１日現在で満13歳以上の身体、
　知的、精神の障がい者
【ボランティア内容＆要件】出場選手のサポート
　および引率スタッフの補助（競技への誘導、見
　守りなど）を行う高校生以上の人
【申込期限】　４月17日(水)
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虫歯ゼロ
ぼく  わたしぼく  わたし

３月６３月６日の幼児歯科日の幼児歯科
健診で虫歯がなかっ健診で虫歯がなかっ
たお友達です。たお友達です。

  変更します
４月から通院バスの運行日が一部変わります４月から通院バスの運行日が一部変わります

　４月から葛巻病院の眼科の診療日が、火曜日か
ら水曜日に変わります（月曜日はこれまでどおり）。
これに伴い、次のとおり通院バスの運行が変更にな
りますので、お間違えのないようご利用ください。

畑・三巣子線　　　≪ 江刈馬渕発 ≫
①【11時30分発】
　　第２・第４火曜日→第２・第４水曜日
②【８時45分発】
　　毎週金曜日の運行は変更なし

上外川線　　　　≪ 上外川発 ≫
③【11時30分発】
　　第１・第３火曜日→第１・第３水曜日
④【９時発】
　　毎週水曜日→毎週火曜日

※①③はいずれも葛巻タクシー☎66-2917に予約
　が必要です。

　

町
は
４
月
８
日
か
ら
５
月
９
日
ま
で
の

　

町
は
４
月
８
日
か
ら
５
月
９
日
ま
で
の
2020
日
間
、
各
地
区
セ
ン
タ
ー

日
間
、
各
地
区
セ
ン
タ
ー

な
ど
で
生
活
習
慣
病
予
防
健
診
を
行
い
ま
す
。
年
に
１
回
の
健
診
で
、

な
ど
で
生
活
習
慣
病
予
防
健
診
を
行
い
ま
す
。
年
に
１
回
の
健
診
で
、

自
分
の
健
康
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
！

自
分
の
健
康
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
！

年
に
一
度
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
！

生
活
習
慣
病
予
防
健
診
が
始
ま
り
ま
す

　

希
望
者
送
迎
し
ま
す

　

希
望
者
送
迎
し
ま
す

　

自
宅
か
ら
健
診
会
場

　

自
宅
か
ら
健
診
会
場　　

　

自
宅
か
ら
健
診
会
場
ま
で
車
両
で

送
迎
し
ま
す
。

　

ど
な
た
で
も
利
用
で
き
ま
す
の
で
、

送
迎
を
希
望
す
る
人
は
地
区
の
保
健

委
員
ま
た
は
健
康
福
祉
課
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

　

社
会
保
険
加
入
者
家
族

　

社
会
保
険
加
入
者
家
族

　

受
診
券
な
ど
忘
れ
ず
に　

　

受
診
券
な
ど
忘
れ
ず
に　

　

40
歳
か
ら
74
歳
で
社
会
保
険
加
入

者
の
被
扶
養
者
の
人
は
、
特
定
健
診

を
受
け
る
際
、
次
の
も
の
が
必
要
で

す
。
確
認
し
、
忘
れ
ず
に
会
場
へ
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

▽
受
診
券
（
保
険
証
を
発
行
し
て
い
る

　

保
険
者
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
。
詳

　

し
く
は
、
各
保
険
者
へ
お
問
い
合

　

わ
せ
く
だ
さ
い
）

▽
保
険
証

▽
健
診
料
金

　

気
を
付
け
ま
し
ょ
う

気
を
付
け
ま
し
ょ
う

　

前
日
か
ら
当
日
ま
で

　

前
日
か
ら
当
日
ま
で

【
健
診
前
日
の
夕
食
の
時
間
】

　

夕
食
は
21
時(

午
後
９
時)

ご
ろ
ま

で
に
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

【
胃
が
ん
＆
腹
部
超
音
波
検
診
】

　

前
日
の
夕
食
後
か
ら
検
査
終
了
ま

で
絶
食
で
す
。
ま
た
、
タ
バ
コ
も
吸

わ
な
い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
胃
が
ん
検
診
を
受
け
る
人
は
、

入
れ
歯
安
定
剤
の
使
用
を
夕
食

後
か
ら
健
診
終
了
ま
で
控
え
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
バ
リ
ウ
ム

の
影
響
が
あ
り
ま
す
の
で
、
数

日
前
か
ら
便
通
を
整
え
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

【
心
臓
病
や
高
血
圧
の
薬
服
用
】

　

検
査
を
受
け
る
２
時
間
前
ま
で
に

コ
ッ
プ
１
杯
程
度
の
水
で
内
服
し
て

く
だ
さ
い
。

問
健
康
福
祉
課
☎
66-

２
１
１
１

　健診日程　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【受付時間：７時～９時30分】
期　日 会　場 主な対象地区 歯科健診 胃がん検診車

４

月

 ８日㊊ 星野生活改善センター 星野、馬場 有り ２台
 ９日㊋ 田野構造改善センター 旧田野小学校区 － １台
10日㊌ 四日市コミュニティーセンター 四日市 － １台
11日㊍ 茶屋場自治会館 茶屋場 有り １台
12日㊎ 立神会館 栗山、泉田 － １台
15日㊊ 江刈農村センター 小苗代、中村 － １台
16日㊋ 元木生活改善センター 土谷川、元木 － １台
17日㊌ 新町自治会館 新町 有り １台
18日㊍ 遠矢場林業研修センター 江刈馬渕、遠矢場、車門 － ２台
19日㊎ 保健センター 田代、平船 － ２台
20日㊏ 保健センター 城内小路、下町、江刈川 － ２台
21日㊐ 保健センター 全地区 － ２台
22日㊊ ゆきわりそう 吉ヶ沢 － １台
23日㊋ 旧冬部小学校 旧冬部小学校区 － １台
24日㊌ 小田林業研修センター 垂柳、小田 － ２台
25日㊍ 小屋瀬農村センター 小屋瀬、上外川 有り ２台
26日㊎ 五日市生活改善センター 五日市、山岸 有り ２台

５

月

 7日㊋ 田子ふれあいセンター 田子 － １台
 8日㊌ 橋場生活改善センター 寺田、大沢、橋場、野中 － ２台
 9日㊍ 象鼻会館 浦子内 有り ２台

　

１
日
で
す
べ
て
の
健
診
を
受
け
ら
れ
な
い
と
き
は
、
日
を
改
め
て
別
の

会
場
で
受
診
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
ま
た
、
健
診
の
申
し
込
み
を
し
て

い
な
い
人
で
も
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
地
区
保
健
委
員
ま
た
は

健
康
福
祉
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【問い合わせ先】健康福祉課 ☎66-2111

〔23〕2019(平成31)年４月１日・広報くずまき

問健康福祉課福祉係☎内線158

問健康福祉課福祉係☎内線157  平成31年度の募集をします
看護職員等養成修学資金の修学生看護職員等養成修学資金の修学生

　将来、町内の指定施設で勤務する意志があり専
門職を養成する学校で学ぶ方を対象に、修学に必
要な学費などの資金を無利子で貸し付けます。
　応募資格および選考方法など詳しくは、後日配
布されるチラシをご覧ください。
■募集する職種　
　看護師２名、薬剤師１名、臨床検査技師１名、
介護福祉士１名

■応募期限　　５月31日(金)まで(必着)
■貸 付 額　　学校などに納付する学費、入学金
　　　　　　　で限度額は次のとおりです。

職　種 月額貸付上限額 入学金貸付限度額
薬剤師 ２０万円

３５万円
看護師

１０万円臨床検査技師
介護福祉士



広報くずまき・2019(平成31)年４月１日〔24〕

お 知 ら せ

〔25〕2019(平成31)年４月１日・広報くずまき

　

町
は
「
未
来
を
○
○
す
る
高
原
文
化

の
ま
ち
」
を
目
標
に
、
魅
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
さ
て

〇
に
入
る
言
葉
は
、
次
の
う
ち
ど
れ
で

し
ょ
う
か
？

　

次
の
中
か
ら
お
選
び
く
だ
さ
い
。

　

①
協
創　

②
創
造　

③
創
生

　

は
が
き
に
答
え
と
住
所
（
地
区
名
）、

氏
名
、
年
齢
、
広
報
く
ず
ま
き
を
読
ん

で
の
感
想
や
要
望
な
ど
を
記
入
し
て
応

募
く
だ
さ
い
。
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で

お
２
人
に
、
く
ず
ま
き
商
品
券
５
０
０
円

分
を
差
し
上
げ
ま
す
。
締
め
切
り
は
、

４
月
16
日
㈫
で
す
。

【
応
募
先
】
〒
028-

5495　

広
報
ク
イ
ズ
係

　
　
　

★
当
選
者
発
表
★   

　
先
月
の
正
解
は
「
②
11
年
」
で
し
た
。

正
解
し
た
次
の
方
々
に
く
ず
ま
き
商
品

券
を
お
送
り
し
ま
す
。

　

山
中　

誠
子
さ
ん(

59
歳
、
土
谷
川
）

　

小
椋　

ヤ
エ
さ
ん(

75
歳
、
茶
屋
場
）

72

ク
イ
ズ

広
報

２月のふるさと納税
区分 件数 金額(円)
１.5万円 １ 15,000
２.5万円 １ 25,000
３万円 ２ 60,000
４万円 １ 40,000
４.5万円 １ 45,000
９万円 １ 90,000
計 ７ 275,000

今年度累計 332 9,090,000
前年度同期 444 10,682,000

  
町内の求人情報

■葛巻町役場 ①保健師または看護師 ②１人 
③180,000~233,200円 ④03011‒199291 ⑤保健
師または看護師、普通自動車免許
■㈱ビルド遠藤 　土木作業員 ②３人 ③
179,400~230,000円 ④03011‒244591 ⑤普通
自動車免許 　型枠大工 ②３人 ③195,500~
322,000円 ④03011‒245191 ⑤普通自動車免許 
　建設機械オペレーター、ダンプ運転手 ②３
人 ③195,500~322,000円 ④03011‒246091 ⑤
車両系建設機械、大型自動車免許
■社会福祉法人 誠心会 ①介護士 ②２人 
③122,000~144,400円 ④03011‒247391 ⑤不問
■㈱阿部土建エンタープライズ ①オペレ
ーター ②３人 ③172,800~226,800円 ④03011
‒209891 ⑤車両系建設機械、普通自動車免許
■葛巻町酪農ヘルパー利用組合 ①酪農家
代行作業 ②２人 ③50,000~300,000円 ④03011
‒210191 ⑤普通自動車免許
■新岩手農業協同組合 ①販売関係事務お
よび店舗販売業務 ②１人 ③120,015~126,000
円 ④03011‒211091 ⑤普通自動車免許
■ミドリアパレル中央㈱ 　ミシン等設
備保全担当 ②１人 ③150,000~160,000円 ④
03011‒212391 ⑤普通自動車免許
■㈱とりい ①スーパー業務全般 ②１人 ③時
給770円 ④03011‒205691 ⑤普通自動車免許 
■特定非営利活動法人 ワーカーズコー
プ 滝沢地域福祉事業所 　児童発達支援管
理責任者(葛巻町) ②１人 ③180,000~190,000
円 ④03010‒7040991 ⑤児童発達支援管理責
任者研修修了、普通自動車免許 　児童指導
員 ②１人 ③150,000~160,000円 ④03010‒
7041491 ⑤普通自動車免許 　保育士 ②１人 
③160,000~170,000円 ④03010‒7042791 ⑤保
育士
■守山乳業㈱葛巻工場 ①乳製品の製造に
関わる業務(調合) ②２人 ③時給1,000円 ④
03011‒189791 ⑤不問 
■㈲高吟製材所 ①木材の加工 ②１人 ③
138,000~143,000円 ④03011‒190591 ⑤普通自
動車免許 
■㈱薬王堂 ①ドラッグストアでの販売 ②２
人 ③時給762円 ④03010‒6368591 ⑤不問 
■北陽重機 ①オペレーター ②２人 ③168,000
~192,000円 ④03011‒182591 ⑤普通自動車免許、
大型、大型特殊、車両系建設機械(整地など)など
の重機関係資格の資格免許 
■㈲上遠野工務店 　大工見習 ②２人 ③
161,000~184,000円 ④03011‒174591 ⑤普通自
動車免許 
■一般社団法人 葛巻町畜産開発公社   
　乳製品の配達員 ②１人 ③140,300~184,000
円 ④03011‒173291 ⑤普通自動車免許、準中
型免許以上(AT限定不可)

◎就業を希望する人は、ハローワーク沼宮内(☎62-
2139)に求人Noを告げてお問い合わせください求
人情報は、役場１階ロビーでも配布してます。

①職種 ②求人数 ③基本給 ④求人No. ⑤資格など
注） は正社員採用

岩手ケーブルテレビジョンから
　テレビ視聴利用料金525円/月（減テレビ視聴利用料金525円/月（減
免対象者は半額）の口座振替日は４免対象者は半額）の口座振替日は４
月16日(火)です。月16日(火)です。
問葛巻センター ☎68-7101問葛巻センター ☎68-7101

平成31年度自動車税の納付期限について
　自動車税は４月１日現在の所有者に課税されます。
　納付期限は５月31日(金)です。
　広域振興局から送付される納税通知書により、最寄りの
金融機関で納めてください。転居した人は納税通知書が届
かない場合がありますので、広域振興局にご連絡ください。
問盛岡広域振興局県税部 ☎019-629-6546

③彫刻部門④工芸(陶芸、染織、漆芸、
金工、木竹、人形、その他)部門⑤書
(漢字、かな、篆刻、調和体および前衛、
刻字を問わない)部門⑥写真(カラー、
モノクロは問わない)部門
※各部門１人１点までとし、テーマ
は定めない。
【申込方法】出品申込書(健康福祉課
にあります)に必要事項を記入の上、
同財団事務局にお申し込みください。
(FAX可：019-625-7494)
【申込締切】５月13日(月)
問公益社団法人いきいき岩手支援財団
☎019-626-0196
健康福祉課☎66-2111内線155

内　　容 件数 金額(円)
会議などの会費 ５５ 44,00044,000
祝賀会などのお祝い ５５ 21,00021,000
その他 １１ 3,0003,000

計 1111 68,00068,000

２月の町長交際費

小児救急病院夜間受入当番
 岩手医大病院　   ☎019-651-5111
４４月 3.6.8.11.12.14.17.20.22.24.26.29日
５５月 2.5日
 県立中央病院　　☎019-653-1151
４４月 1.4.7.10.13.15.18.21.25.27.30日
５５月 3.6日
 盛岡赤十字病院　☎019-637-3111
４４月 5.19.23.28日
５５月 1日
 川久保病院　　　☎019-635-1305
４４月 2.9.16日
５５月 4.7日

いわて・かまいし
ラグビー応援団
　ラグビーワールドカップ2019釜石
開催実行委員会では、オール岩手・
オール釜石で大会の運営などのため、
次のとおり独自ボランティア「いわ
て・かまいしラグビー応援団」を募集
します。
【募集期間】11月２日(土)まで
【応募資格】２人以上のグループであ
ればどなたでも参加できます。
【活動内容】①選手および国内外から
の観客のおもてなし②地域美化およ
び環境整備など
【応募方法】応募申込書をホームペー
ジ(http://www.city.kamaishi.
iwate.jp/shisei_joho/shokai/
rugby_city/detail/1222240_3208.
html)からダウンロードし、メール
またはFAX(0193-31-1170)、郵送
のいずれかで提出
問釜石市ラグビーワールドカップ2019
推進本部事務局☎0193-27-8420､
岩手県文化スポーツ部ラグビーワールド
カップ2019推進室☎0193-22-7522

温かい志
　社会福祉協議会に温かい志が寄せ
られました。ありがとうございます。
田子老人クラブ　　  　　　2,000円
元木自治会　　　　　　　  3,276円

歯や口に関するテレホン相談
　岩手県保険医協会歯科部会では
「ヨイ歯デーテレホン相談」を行いま
す。皆さんの歯や口に関するお悩み
相談を無料でお受けしますので、ご
利用ください。
【実 施 日】４月18日(木)
【受付時間】10時から19時
【回答時間】19時以降になります。相
談を受けた後、折り返し同協会歯科
医師が相談者に電話しお答えします。
問岩手県保険医協会歯科部会☎019-
651-7341

個人番号カードなどの業務休止について
　４月10日(水)と11日(木)の２日間、住民基本台帳ネッ
トワーク関連の機器更新のため個人番号カードと住民基
本台帳カードに関する業務を休止します。この間は個人番
号カードの交付、カード内の情報照会、更新などができま
せんのでご了承ください。
問住民会計課☎66-2111内線123

消費税軽減税率制度の説明会
　本年10月１日から、消費税の軽減
税率制度が実施されるにあたり、全
ての事業所に理解してもらうため、
盛岡税務署では「消費税の軽減税率
制度などの説明会」を開催します。
【日　時】４月24日(水)、10時から
11時30分、14時から15時30分
【場　所】岩手県民会館 中ホール
【対　象】個人および事業所
【その他】事前予約不要。会場駐車場
には限りがありますので、公共交通
機関をご利用ください。
問盛岡税務署法人課税第一部門
☎019-622-6237

開催します

　仙台国税局では国税専門官採用
試験を行い、バイタリティーあふ
れる国税専門官を募集します。国
税専門官は、国の財政を支える重要
な仕事を担い、税務署などで調査や
徴収、検査、指導を行う税務のスペ
シャリストです。
【受験資格】①平成元年４月２日か
ら平成10年４月１日生まれ②平成
10年４月２日以降生まれで大学を
卒業した者および2020年３月まで
に大学を卒業する見込みの者。また
は同等の資格があると人事院が認め
る者
【受付期間】４月10日(水)まで
【申込方法】国家公務員試験採用情
報NAVI(http://www.jinji.go.jp/
saiyo/saiyo.htm)からインターネッ
ト申し込み
【第１次試験日】６月９日(日)
問仙台国税局人事第二課試験研修
係☎022-263-1111(内線3236)
人事院東北事務局☎022-221-2022

国の財政を支える国税専門官

募集します

葛巻病院からのお知らせ
●●４月の眼科・整形外科の診療日４月の眼科・整形外科の診療日

※※○○は眼科、は眼科、○○は整形外科の診療日です。は整形外科の診療日です。
　予約診療になりますが、救急患者はご　予約診療になりますが、救急患者はご
　相談ください。　相談ください。
※眼科の受付時間は13時～ 15時です。※眼科の受付時間は13時～ 15時です。
※※整形外科の受付時間は8時30分～ 11時整形外科の受付時間は8時30分～ 11時
　30分。診療は午前中のみです。　30分。診療は午前中のみです。

日日 月月 火火 水水 木木 金金 土土

① ２ ③ ４ ５ 6
7 ⑧ ９ ⑩ 11 12 13
14 ⑮ ⑯ ⑰ 18 19 20
21 ㉒ 23 ㉔ 25 26 27
28 29 30

休日当番医
 月日 医療機関  電話番号
４月７日 西島医院 66‒2210

14日 葛巻病院 66-2311
21日 葛巻病院 66-2311
28日 葛巻病院 66-2311
29日 葛巻病院 66-2311
30日 葛巻病院 66-2311

５月１日 葛巻病院 66-2311
２日 葛巻病院 66-2311
３日 葛巻病院 66-2311
４日 葛巻病院 66-2311
５日 葛巻病院 66-2311
６日 葛巻病院 66-2311

岩手県民長寿文化祭の作品
　公益社団法人いきいき岩手支援財
団は「岩手県民長寿文化祭第31回作
品展」の開催にあたり、次のとおり
作品を募集します。
【応募資格】岩手県内在住の60歳以
上(昭和35年４月１日以前に生まれ
た人)で出品する部門のアマチュア
【募集要項】①日本画(水墨画を含む)
部門②洋画(油絵、アクリル画、水彩、
素描、版画、パステル画など)部門

ご利用ください

　東北財務局盛岡財務事務所では、
自らの収入で返済しきれないほどの
借金を抱え、お悩みの方からの相談
に応じています。
【時間】月から金曜日(祝日、年末年
始を除く)８時30分から16時30分
【相談専用電話】☎019-622-1637 
問東北財務局盛岡財務事務所理財課
☎019-625-3353 

多重債務相談窓口



日 曜 主 な 行 事 時　間 場　　　所

1 月 サイレン点検日 正午

２ 火 子育てサロン 10:00~12:00 保健センター

３ 水

４ 木

始業式(小屋瀬小、葛巻中、
小屋瀬中、江刈中）
入学式(小屋瀬中、葛巻中、
江刈中）

５ 金

なかよし広場
始業式(葛巻小、江刈小、五
日市小、葛巻高）
入学式(小屋瀬小)

 9:30~11:30 保健センター

６ 土 入学式(葛巻小、五日市小、
葛巻高）

❼ 日

8 月 入学式(江刈小）

９ 火 子育てサロン 10:00~12:00 保健センター

10 水
心配ごと相談
山火事防止パレード
配食サービス

 9:00~12:00
14:00~

保健センター
町内

11 木 いきいきスポーツ大学
やまどり号巡回

13:30~15:00 社会体育館
五日市、江刈馬渕方面

12 金 なかよし広場
やまどり号巡回

 9:30~11:30 保健センター
田子～江刈川方面

13 土 消防操法指導会・中隊訓練  9:00~ 総合運動公園

14 日

15 月

16 火 子育てサロン
やまどり号巡回

10:00~12:00 保健センター
四日市、江刈、北部方面

17 水 やまどり号巡回 田代～土谷川方面

18 木 配食サービス

19 金
心配ごと相談
なかよし広場
県司法書士会無料相談会

 9:00~12:00
 9:30~11:30
16:00~19:00

保健センター
〃　　　　　

総合センター

日 曜 主 な 行 事 時　間 場　　　所

20 土 町野球審判講習会  8:00~ 総合運動公園野球場

21 日

クリーン葛巻行動の日（道路の部）
第42回県北バスケットボー
ル大会
第45回県北ブラックアンド
ホワイトショー

 9:00~

 9:30~

社会体育館

くずまき高原牧場

22 月

23 火 子育てサロン 10:00~12:00 保健センター

24 水 年金相談 10:30~15:00 総合センター

25 木 心配ごと相談
いきいきスポーツ大学

 9:00~12:00
13:30~15:00

保健センター
社会体育館

26 金
農業用廃プラスチック回収日
なかよし広場
配食サービス

 9:30~11:30 保健センター

27 土

28 日
いわて減塩・適塩の日
くずまき高原牧場鯉のぼり
まつり(～５月６日)

29 月 昭和の日

30 火 休日

❶ 水 天皇即位の日
サイレン点検日 正午

❷ 木 休日

❸ 金 憲法記念日  

❹ 土 みどりの日

❺ 日 こどもの日
消防規律訓練大会・消防演習予習  8:30~ 葛巻小グラウンド

❻ 月 振替休日

７ 火 固定資産税（第１期）口座振替日

8 水

【問い合わせ先】
TEL 66-2731　FAX 66-3657
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▼
農

林
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
課
主
事
補 

村
上
唯 

▼
教
育
委
員
会
事
務
局
主
事
補 

周
藤
裕

▼
総
務
企
画
課
自
動
車
運
転
手 

千
葉
晴

孝
▼
総
務
企
画
課
自
動
車
運
転
手 

佐
々

木
尚
樹

■
退
職
者
（
９
人
）

▼
丹
内
勉(

総
務
企
画
課
長)

▼
村
中
英

治(

会
計
管
理
者
兼
住
民
会
計
課
長
兼
水
道
事

業
企
業
出
納
員)

▼
落
合
咲
子(

農
業
委
員

会
事
務
局
主
幹
兼
事
務
局
長
補
佐
兼
総
務
係

長)

▼
菊
池
健(

葛
巻
病
院
副
院
長)

▼
服

部
た
き(

葛
巻
病
院
看
護
師
長)

▼
村
木
久

子(

葛
巻
病
院
准
看
護
師)

▼
高
宮
修
子

（
住
民
会
計
課
主
任
用
務
員)

▼
兼
平
俊
亮

（
総
務
企
画
課
い
ら
っ
し
ゃ
い
葛
巻
推
進
室
長
）

▼
髙
橋
幸
奈(

健
康
福
祉
課
保
健
師
）

■
再
任
用
（
５
人
）

▼
葛
巻
病
院
薬
剤
師 

入
月
保
▼
葛
巻
病

院
臨
床
検
査
技
師 

千
葉
良
男 

▼
葛
巻

病
院
看
護
師 
村
澤
さ
ち
子 

▼
葛
巻
病

院
看
護
師 

服
部
た
き 
▼
葛
巻
病
院
准

看
護
師 

村
木
久
子　

人
事
異
動

　

４
月
１
日
発
令
の
町
職
員
な
ど
の

人
事
異
動
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※(  )

内
は
前
職



「
広
報
く
ず
ま
き
」
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

発
行
／
葛
巻
町
　
〒
028-5495　

岩
手
県
岩
手
郡
葛
巻
町
葛
巻
16-1-1

　
　
　
　
　
　
　
☎
（
0195）

66-2111　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
http://w

w
w
.tow
n.kuzum

aki.iw
ate.jp/　

E-m
ail　
kuzum

aki@
tow
n.kuzum

aki.iw
ate.jp 

印
刷
／
㈱
白
ゆ
り

　

吉
ヶ
沢
小
学
校
の
閉
校
式
。
心

の
こ
も
っ
た
感
謝
の
言
葉
に
大
感

激
。
子
ど
も
た
ち
を
通
し
て
、
地

域
の
皆
さ
ん
に
支
え
ら
れ
て
い
る

こ
と
を
実
感
す
る
取
材
に
な
り
ま

し
た
。
☆
「
平
成
」
の
時
代
も
あ

と
わ
ず
か
。
次
号
は
新
元
号
で
の

発
行
で
す
。　　
　
　
　
　
（
星
野)

　

暖
か
く
な
っ
た
と
思
え
ば
冬
の

寒
さ
が
ま
だ
残
っ
て
い
ま
す
ね
。

寒
暖
差
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
の

で
体
調
管
理
は
大
事
に
し
た
い
で

す
ね
。
◇
一
期
一
会
と
言
葉
が
あ

り
ま
す
が
今
ま
で
出
会
っ
た
方
、

こ
れ
か
ら
出
会
う
方
全
員
に
感
謝

を
し
た
い
で
す
。　
　
　

(

下
川
原)

　

時
が
た
つ
の
は
本
当
に
早
い
も
の
で
、

葛
巻
高
校
を
卒
業
し
葛
巻
町
を
離
れ
て
か

ら
40
年
近
く
に
な
り
ま
す
。

　

毎
年
、
お
墓
参
り
を
兼
ね
て
、
お
盆
の

こ
ろ
に
帰
省
し
て
い
ま
す
。
車
中
か
ら
自

然
溢
れ
る
景
色
を
眺
め
、
い
つ
も
温
か
く

迎
え
て
く
れ
る
「
ふ
る
さ
と
」
が
あ
る
こ

と
に
感
謝
し
ま
す
。

　

帰
省
し
た
と
き
に
は
、
庭
で
の
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
が
恒
例
に
な
っ
て
い
ま
す
。
子
ど

も
た
ち
が
幼
い
こ
ろ
か
ら
の
楽
し
み
で
、

中
で
も
川
魚
の
お
い
し
さ
に「
う
ま
い
！
」

を
連
呼
し
、
成
人
し
た
今
で
も
一
緒
に
帰

省
す
る
ほ
ど
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
時
ば
か
り
は
、
忙
し
い
日
々
を
忘

れ
葛
巻
町
の
豊
か
な
恵
み
を
堪
能
し
、
ど

こ
か
安
心
で
き
る
方
言
に
癒
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
そ
ん
な
ふ
る
さ
と
を
支
え

て
く
れ
て
い
る
兄
や
姉
を
始
め
葛
巻
町
の

皆
さ
ま
に
も
感
謝
で
す
。

　

私
は
現
在
、
埼
玉
県
越
谷
市
の
医
療
関

係
の
仕
事
に
就
い
て
い
ま
す
。

　

趣
味
と
し
て
御
朱
印
ガ
ー
ル
(?)
デ

ビ
ュ
ー
し
、
同
県
に
住
む
妹
を
誘
い
寺
院

や
神
社
を
巡
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
東
京

都
で
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
「
葛
巻
ふ
る

さ
と
会
」
に
お
世
話
に
な
っ
た
こ
と
が

き
っ
か
け
で
、
友
達
と
会
う
楽
し
み
も
増

え
ま
し
た
。

　

数
年
前
、
友
達
か
ら
の
知
ら
せ
で
葛
巻

町
の
地
域
お
こ
し
を
紹
介
す
る
番
組
を
見

ま
し
た
。
ふ
る
さ
と
を
思
い
出
し
、
知
人

に
「
く
ず
ま
き
高
原
牛
乳
」
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
た
と
こ
ろ
「
濃
厚
で
お
い
し
い
」
と

大
変
喜
ば
れ
ま
し
た
。

　

ふ
る
さ
と
の
特
産
と
し
て
自
信
を
持
っ

て
お
勧
め
で
き
る
乳
製
品
や
ワ
イ
ン
を
は

じ
め
、
豊
か
な
自
然
環
境
を
生
か
し
た
取

り
組
み
を
し
て
い
る
葛
巻
町
の
ま
す
ま
す

の
発
展
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

～２月21日から３月20日届け出分～
※広報やくずまきテレビに載せたくない場合
は、届け出のときに係にお話ください。

上野キサノ (83　江刈馬渕) 義　昭
松澤ミノル (84　田部馬渕) 松沢幸雄
柾谷　正嗣 (75　五日市) 　修
千葉　トキ (90　小屋瀬) 竹　藏
坂下　チギ (94　山　岸) 春　見
髙宮　典子 (87　新　町) 國　雄
寺澤慶一郎 (67　寺　田) 　透

〔世帯主・喪主〕

やすらかにやすらかに

ふ
る
さ
と
へ
の

partpart  22

メメッッ
セセ
ーー
ジジ

葛巻町出身の皆さん、メッセージをお寄せください!
原稿送付先は、総務企画課（メールアドレス：kuzumaki@town.kuzumaki.iwate.jp）まで。

広
報
室
か
ら

119

まちの動きまちの動き

交通 　　　　　　　　　　   ２月
（累計・昨年累計比）

人身事故 ０件 (　０件・－１ )
死　　者 ０人 (  ０人・±０ )
傷　　者 ０人 (　０人・－２ )
物損事故 ６件 (   10件・－７ )

火災・救急　　　　　　　　 ２月
（累計・昨年累計比）

火　　災 ０件 (  １件・＋１ )
救　　急 16件 (  37件・－８ )

人口　　住民基本台帳   31.３.1現在
（前月比）

男 3,018人　 ( －６人 )
女 3,155人　 ( －９人 )
計 6,173人　 ( －15人 )

世帯数 2,733世帯 (－５世帯)

ごみ収集のお知らせごみ収集のお知らせ

　４月29日㊊から５月６日㊊
（日曜日除く）のごみの収集は、
休まず行います。連休中もごみ
の分別にご協力ください。
問農林環境エネルギー課☎66-
　2111内線143

４月１日～５月31日「山火事防止」運動月間

■山火事に注意！
　この時期は、空気の乾燥や強風など、
火が燃え広がりやすい状況になります
ので、山火事には十分注意しましょう。
問農林環境エネルギー課☎66-2111内線144

忘れない 豊かな森と 火の怖さ平成31年度
山火事防止運動統一標語

広報くずまき・2019(平成31)年４月１日〔28〕

 小谷 恵美子さん（57歳）
 ●旧姓：山岸　●山岸出身
 ●埼玉県越谷市在住

△姉弟旅行にて（右から３番目が
恵美子さん）
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